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さ
2
2
5
1
3
H
Pのユ
2
～
4

行
で
は

1
7ず
、
定
際
に
独
υ

〆
、
い
る
こ
！
〆
戸
育
也
勺
十
月
乙

カ
ム
叫
些
で
あ
る

お
よ
口
第
一
市
十
i

f

へ
の
山
秋
山
氏
に
つ
い
て
は

平

ω指
窪
系
統
内
で
の
調
存
が
不
わ
れ
た
だ
汁

U
k
m
り
、
仏
巾

木
刊
に
お
け
る
市
一
、
靖

y
h
h

の
安
利
い

ヨ
刈
た
ご
な
い
一
）
ζ

は
一
明
り
か
で
あ
る
〔
英
国
政
い
＼
も
そ
の

F
Zー
を
認
的
亡
い
る
」
市
戸
お
よ
び
第
五
申

υ丁
へ
の
読
経
に
コ
川
ど
は
1

4

〈出忠一エパ

判
別
即
一
有
部
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
子
、
す
九
に
よ
っ
ご
品

条
の
店
、
引
ヂ
満
た
さ
れ
た
シ
は
三
l

え
な
い

特
川
川
調
五
郎
に
よ
る
市
止
円
安
否
主
刊

阿
し
た
の
は
事

F
に
問
つ
1
七
孝
の
y

隊出
rιJ
己
プ
ょ
の
円
、
ま
七
、
行
川
引
制
宜
が
が
ιけ
つ
の
ィ
ニ
ン
ア
チ
プ
で
制
孟
存
開
始
す
る
場
合
に
し
、
平
の
介

令
一

f
l話
再
は
終
了
し
付
え
た
カ
ト
り
て
あ
と

μ
J
川1
円
、
了
八
の
一
助
合
、

い
F
J
J
J
ん
杭
給
さ
れ
た
苅
十
で
が
平
の
お
八
一
か
ノ
終
P
J
J
J
V
J
いりわれ、

E
の
後

再
開
制
さ
れ
」
よ
は
い
え
、
円
問
L
a
プ
今
ま
で
月
一
心
ト
～
の
間
割
子
経
過
〆
九
一
七
め
に
、
木
来
得
つ
札
る
よ
戸
コ
州
問
問
中

J
言
M
J
h
川
ら
れ
九
ゆ
く
な
〉
と

第
九
中

リ
ー
へ
の
仙
台

山
中
の
介
入
を
川
V
F
J拠
は
な
い
が
、
特
別
調
査
部
J
宝
六
百
的
に
ユ
独
ウ
仕
を
か
へ

v
て
お
り
、
行

v

軍
法
へ
山
取
が
闘
が
れ
る
ま
で
の
附

ドムヘュー長
M
M
H
川
の
注
れ
が
牛
じ
た
の
1

九
千
つ
い
亡
、
政
府
は
河
も
説
明

J

ご
い
な
い

い
つ
い
て
は
元
企
む
公
制

他
ー
一
川
仇
ハ

j

甲
山
人
の
店
J

の
允

訓
J
h
i
J
V

ほ
ほ
抗
日
わ
り
か
け
一
九
お
り
、

日
付
ウ
人
に
つ
い
ご
情
一
条
の
迭
は
が
あ
る
ト
y

ば
口
え
な
い
f

,3, 

＼
一
＼
し
い
U
R

ノ

I
J

持
刊
ぺ

－
持
一
じ
へ
l
i

第
一
、
捨
て
以
前
二
、
指
刊
お
よ
び
詰
青
山
ザ
ウ
人
は
、
町
t
d
E
へ
ん
の
親
片
山
の
引
ー
ー
に
つ
い
と
条
約
第
条
仁
払
コ
く
副
査
士
一
究
泊
す
る
よ
う
英
司
政

戸
川
に
へ
町
ず
る
↑
」
と

3
よ
び
一
人
日
た
り

五

lコ
！一、
f、
民
, 

σ〕
下
江提
！明
i(¥ 
2♂ 

支
払

" 
共
同
此，，ト

〆L
V』

0 

~ 
ic: 
決
f" 
乃j

4七
夜2

" 

慨
田
一
げ
同
は
、
た
約
第
同
ハ
条
内
長
持
救
刊
叫
川
内
最
終
判
決
に
い
社
、
つ
定
湾
一
を
民
わ
寸

Z
I
1叫
ん
ど
選
択
す
る
主
自
主
引
す
〆
一
た
が
れ
て
、
武

判
所
は
、
調
再
定
協
ム
市
ム
一
の
前
ド
ド
：
つ
ど
、
は
、
れ

仏
市
の
烹
務
の
版
ノ
h

の
れ
ん
め
に
札
げ
が
区
生
で
あ
る
か
は
、
事
凶
f

ハ
条
に
恥
い
、
悶
僚
妥

R
Kじ
た

ね
る
、
為
寸
前
E
r
b
J
Qと
毛
え
れ
》
〈
金
銭
町
治
の
＋
一
出
主
に
つ
一
い
て
は
、
ム
ヤ
円
の
す
べ
と
の
事
リ
」
ョ
に
問
ら
ゼ
ば
、
車
、
第
一
、
約
一
、
諒
一
川
山
主
一
。
口
市

五
円
ー
す
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
や
れ
約
七
〈
J

ハ
一
〕
ユ
ー
刊
の
え
仏
L
を
印
す
る
の
が

ιノ
」
刀
つ
払
fv

ー
で
あ
る
と
い
す
え
る

J
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l_ 

ιー
の
引
け
に
よ
り
、
決
吋
げ
は
、
ハ
ム
］
口
致
円
、

JWM怖
い
ね
ょ
が

E
刈
政
従
不
完
「

μ
河
J
9
ふ
英
国
政
刷
吋
先
決
的
抗
げ
か
竜
一
却
し
、

h 
＼ー

広
町
す
人
か
被
昨
t
f
伺
の
管
時
的
に
あ
っ

f
か
出
か
の
川
却
を
木
ゑ
じ
併
ム
J
L
、

:::i: 

大
什
射
す
一
－
、
が
4
V
E
川
前
で
あ
る
l
L
言
円
L
、

(i 

自
す
人
作
親
肢
は
純
一
日
l
L
V
5

内
管
特
刊
チ
い
あ
B

に
と
利
一
ぶ
1
1
お
ム
ヘ
υ官
特
に
問
符
寸
志
刷
、
一
、
］
政
仰
の
先
決
月
比
J
A
J
F
一
刻
下
3

培
ム
ノ
申
立
人
は
治
一
条
の
一
l
続
的
五
時

ω違
以
内
陀
ヰ
ど
と
し
一
一
f

～
の
地
も
や
張
て
き
な
い
と
判
ボ
し
、

（、ノ

弟
三
、
常
利
お
よ
吋
ノ
第
五
自
立
vヘョ戸、

J

一1
て
、
そ
の
夜
接
的
死
亡
に
判
的
す
る
十
万
か
っ
実
効
的
λ

公
認
査
を
究
JHず
る
一
一
務
の
淀
川

時

!j¥ 

カ
あ
「
ノ
人
J

一
と
刊
不
レ
、
お
よ
び
お
l
中
1
4

人
の
波

L
4ワ
子
一
」
的
地
依
に
閣
す
る
長
田
政
府
の
1
七
日
点
的
い
山
弁
を
却
卜
ヲ
〕
、

:7' 

被
市
＋
i
l

凶
は
、
治
一
、
帯
一
、
市
一
、
第
同
お
よ
び
市
立
ー
甲
／
ヘ
ド
対
（
、
ぞ
れ
ぞ
れ

七
、
一
け
つ
（
ハ
ヱ

l
円
必
よ
ぴ
サ
ど
れ
ら
に
叫
せ
ら
れ
ゐ
杭

ム
司
よ
ィ
加
持
し
た
館
、
な
ら
び
訴
ヘ
p
h

賢
市
と
し
て
十
竹
J

バ
わ
れ
印

L
人
い
総
結
で
五
口
、
コ
〈
〈
ユ
7

U
お
よ
び
ぞ
れ
h

ョ
エ
ボ
せ
L

円
丸
心
悦
主
を
加

明
？
一
三
筏
T
支
払
弓
べ
き
－
」
1

h

と
刊

r
T

¥) 

日
当
な
満
足
に
悶
T
F
Q

中
リ
八
の
そ
れ
に
外
円
七
耐
求
を
草
地
F
q
J

「
管
轄
内
ー
（
欧
州
人
権
条
豹
第
一
条
）
の
意
味

古
川
人
一
株
主
約
第

条
は
、
同
条
約
山
口
暗
所
前
活
用
範
出
会
れ
め
匂
規
定
で
あ
、

付げれい
F
は
、
そ
の
ん
L情

j

仏
一
二
め
る
す
べ
て
の
訂

保
晴
す

こ
の
条
約
の
市
苅
い
況
一
疋
一
一
：
ω権
利
お
よ
び
一
引
を

附
州
人
権
条
約
締
約
阿
の
凶
京
町
坑
か
虫
該
国
内
一
管
惜
内
L

内
場
町
で
志
一

ozー
に
い
川
特
（
論
は
な
く
、
川
げ
出
は
、
料
約
国

zrH二一
元
ご
一
三
五
一

E
g
5二
2
5
3
5
：L
2
2
2
ず
と
ご

5
2
2
3一
に
対
－
て
、

と川別ぺ
h
i
Q

が
そ
の
頃
時
の
外
と
わ
、
つ
い
か
な
ふ
行
為
に

H
L
て
同
条
約
が
尚
刈
ミ
れ
る
か
パ
も
あ
る
（
吹
川
人
世
条
約
の
銭
外
遊
可
ぢ
ヰ

5
2
2
2
4
t一
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4
1
2
2
0三
一
円
問
題
コ

木
刊
？
辻
、
叫
人
目
に
よ
リ
ド
I
悩
さ
れ
し
い
え
／
J

ソ
ク
有
車
却
札
一
純
一
ト
ね
い

L
叱
l
L
h
f
六
ち
の
，
：
フ
h
M
F
ヘ
が
咋
11中
t
m
川
英
同
の
日
B
L
R
内
に
あ
ぺ

た
か
h
f
i
h
J
が
山
戸
一
乙
な
っ
た

（判。口
2
U
J

欧
州
－
人
誇
云
利
慎
一
，
去
の

出
版
念
に
コ
川
ど
ほ
、
況

F

い
多
く
の
叩
川
測
の
ιや
績
か
あ
可
、
ふ
チ

判
ネ
ハ
的
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
ニ
の
は
担
じ
閉
す
る
従
ー
ポ
の
判
例
を
件
戸
川
崎
ー

τ、
お
く
日
支
が
あ
る
、
そ

F

〕
夕
、
以
卜
で
は
、
二
の
同
点
一

に
関
す
ゐ
〆
k
米
内
山
斗
札
制
一
ど
川
枠
内
山

へ
↓
引

！J

丈
む
、
本
判
決
の
L
E
花
・
引
υフ
を
枚
刊
す
る

lj, 

従
来
の
判
陀

欧
州
ヘ
惟
裁
判
所
の
引
い
測
に
よ
れ
ば
、
同
川
川
ヘ
権
条
約
締
約
同
の
従
域
内
外
に
い
？
主
f
h
M
h
一－
d
同
の

管
轄
内
」
に
あ
る
よ
さ
れ
て
阿
先
約
が
沌
川

N

九
J
F
主
的
は
、
江
崎
川
一
一
日
が
池
何
の
源
流
の
部
ま
た
は
令
部
を
主
制
「
リ

γ
主
円
す
と
吋
μ

口
か
、
一
昨
｝
）
仙
川
約
山
和
い
が
明
人
に
け
，

rk何
β

ー
か
の
ん

E
主
改
ぽ

ず
場
ム
日
（
市
八
型
間
に
は
何
人
小
一
ι
門
出
す
る
場
f
と
で
あ
る

P

ミ
ラ
ノ
ア

H
L
l
p
t
J
F人
／
記
己

5
2々
は
、

i
ノ
を
「
鳩
町
的
モ
デ
ル
（

3
2
5

HP己
斗
）
」
却
を
人
的
壬
ヂ
ル
イ
2
2
Eト

uz－
己
」
」
ト
と
禿
凶
h
u
昨
院
の

つ
り
五
止
沢
は
、
お
か
γ」

場
所
作
対
TFω
卒
、
効
的
支
町

r
h
T

ゴ
ヨ
ハ
O
コオ円、
7
L
S
と
4
3
（
一
戸
シ
）
一
本
温
、
り
と
か
一
rぃ
「
水
峨
閣
の
は
P
J、
F

予
知
之
、
有

3
5
十7
2
2
3
J
ど
こ
基
山
市
1

乙
町
八
で
い

じ一円
ι

て
わ
j
i
f
一

場－

mに
対
ず
る
lJ配
一
室
来
、
↓
1
1
f
J
£

「
人
に
対
ず
る
え
配
↓
豆
半
ヘ
↓
に
）

Lr
呼
ん
で
、
従
宋
の
向
例
点
整
岨
－
q

ヲリ。

Jc> 

る～砂

h
K
す
る
よ
文
配
水
平

以
川
川
人
比
五
条
約
の
梢
L
M
［
川
が
仙
刈
目
的
稲
城
ハ
パ
リ
ヱ
部
ま
と
ー
は
一
部
会
実
効
勾
に
主
出
し
と
い

Z
こ
さ
、
そ
の
局
所
が

1
設
諦
約
川
国
内

一
円
院
町
内
内
場

川
と
さ
れ
ふ
川
崎
九
二
が
あ
む
こ
と
は

一VF
九
五
九
の
ゴ
ノ

d

ン
に
内
対
L

ル
コ
ω引
が
け
（
先
山
問
日
ム
J

）
判
れ
や
～
ょ
っ
工
汁
寸
定
さ
れ
ず
c

本
件
川
山
、
、
ル
コ

苧
一
よ
F
M
P

ゾ
口
λ
比
rz
の
占
へ
一
人
よ
い
円
じ
所
有
拾
に
河
川
Jけ
な
く
九
ふ
る
九
ふ
と
し
た
干
ブ
U
ス
人
の
口
イ
マ

J
1
内
大
人

に
Y
H
H
M
H
Z
F
口
FF

「
C
M
N
M門
出
ご
円
、

以
下
＼
川
川
区
佳
〈
武
州
九
M
条約一一山

設
定
宇
品
帯
条
－
な
ど
の

μ
別
手

M
R
T
ち
わ
た
し
し
て
l
ン
勺
を
枯
了
玖
っ
て
I
N

川
川
人
生
妄
ハ
同
会

μ
）円
i
J

亡
ふ
れ

い
、
ぞ
れ
い
降
、
よ
フ
ロ
ス
に
よ
り
殴
川
人
昨
裁
川
町
に
付
託
ν
と
れ
た
事
刊
で
あ
7
J
L

設
内
一
川
は
、

、
二
一
》
十
一

l

j

、
、
，
P

）

す
伴
侶
円
！
ト
士
、
T
U什
1
1
1〆刀
h

？
／
い
い

住
帰
山
一
f
ぃ

L

釘
っ
J
J

ム引r
h
c
か
い
エ
拾
い
討
し
、
次
の
よ
、
内
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欧
川
z
八
什
デ
条
約
山
挫
斤
お
よ
び
日
的
に
鋭
み
れ
J
1

問
、
締
約
河
の
喜
一
任
は
、
軍
事
行
動
（
／
て
れ
が
ム
J
K
で
あ
る
か
泣
上
、
で
あ
る
か
す
一
間
匂
な

い
一
、
の
結
果
と
し
て
柿
れ
刊
が
ぞ
の
日
米
包
川
品
川
町
ハ
叶
の
地
域
に
ト
ん
し
て
実
効
的
支
配
へ
に
川
町
2
5
4
2ロ言】ピ

J
q
h他
J

ヲ
モ
布
什
に
も
生
じ
惇
勺

C

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

ふ
の
「
て
つ
七
地
域
じ
お
い
て
条
約
に
規
定
さ
れ
た
権
利
お
よ
び
オ
内
会
保
医
す
る
義
誌
は
、
そ
っ

L
Y－
－
ん
削
の
土
J
6
K
J
h
T
コ
生
ザ
ザ
ぬ
の

f
あ
打
、

山
λ
配
は
、
（
沼
村
山
約
一
討
に
よ
け
］
室
長
い
、
つ
ま
り
和
約
，
阿
の
平
除
を
通
ー
一
＼
主
P

一
は
従
間
的
な
良
市
川
問
問
（
川
三
X
〉コ一口一↑定一去と

邑
口
EEEtchH）
υエ
混
じ
て
［
問
状
的
］
わ
慨
さ
れ
る
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H

氏
刊
附
辻
、
ょ
の
よ
ー
に
井
、
七
「
ヴ
、
木
刊
に
お
い
て
中
古
人
が
向
）
品
川
／
地
に
山
づ
け
な
〈
な
ワ
た
の
は
「
ド
ル
コ
平
に
よ
ゐ
ベ
プ
円
ス
刀
川
市

崎
北
山
上
品
川
、

2
2
3
5
E
ョ
よ
び

r
T
R
X
C
M
7
vい
え
プ

μ
ス・

l
j
y「

J
1む
同
一
試
す
の
し
品
呆
」
さ
あ
わ
匂
か
ら

m
u
rヘ
は
ト
凡
一
ー
の
一
営

時
内
一
に
あ
っ
た

I
4
2
F
ス
ド
引

μ
お
け
る
欧
州
九
曜
条
約
の
加
川
可
訟
糾
け
な
門
司
定
し
た
っ

他
方
、
他
凶
の
治
以
い
対
F
ゐ
「
士
効
的
支
配
の
わ
す
刊
を
否
定
し
三

q
問トと

L
＼
例
え
沈
、
二
つ
（
ハ

守
的
、
ン
－
ウ
ノ
J

ず
「
刈
町
、
川
一
一
ー
は

太
刊
は
、
ベ
了
μ

ワ
ノ
ド
山
政
也
」
局
r

目
安
5
H
H
巳
己
主
。
印
ψ

つ
と
に
）
に
対
す
る
北
よ
同
一
一
け
と
約
機
市
（
X
A
1
0）
山
小
の
～
、
汁

イ
ル
な
り
に
よ
っ
て
白
－
が
負
侮
〆
ま
た
は
礼
於
が
死
亡
し
た
ー
ハ
刊
が
、
斤
布
ト
討
す
る
権
利
〆
糸
約
信
条
）
ず
い
h
y

円
常
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
J
r
－

ベ
ル

5
1
1
か
計
（
七
カ
国
キ

N
f取
り
、
欧
川
八
附
裁
判
昨
に
ボ
f
J
L
J
プぃ

l
f人
事
刊
で
あ
る

中
山
ヘ
円
止

N
A
T
O
γ
t
る

ム

l
H
ス

フ
ピ
ア
＃
一
邦
H
ハ
店
恒
一

J
1
r
d

の
丸
山
（
7
J［
J

C

’
G
己
3
7
2
2
子
E
2
2
2
作
」
が
口
イ
ン
ド
ヱ
ポ
叶

F
J
山
内
J

d

川
弁
」
汁
決
で
不
さ
れ
た
実
効

的
支
配
一
恭
平
を
満
た
す
と
十
張

y
υ

こ
礼
一
い
対

ν
裁
判
所
は
、
申
V
J
小
，
の
i
張
は
抑
約
百
に
何
回
司
t
zア
』
為
に
上
け
影
山
科
を
受
け
る
古
は
帝
匹

寸
の
と
こ
に

u
ょ
う
が
附
何
人
梓
長
約
的
保
設
へ
r
1
7
1
け

ωと
ニ
門
〕
に
等
L
J
、
uhr
約
第

条
内
一
特
約
同
の
管
h
h
内」
1
y

い
、
人
一
一

γどが
l

街
山
味
に
2
b

ぶ
刊
の
よ
λ

な

げ
る
欧
川
人
惟
恰
約
一
の
も
旭
町
日

J
K什糸、
γ
h
u

一
疋
／
え
し

も
の
く
あ
っ
と
そ
け
入
れ
ら
j
な
い
1

乙
治
構

ν
、

自
沖
、
の
人
収
」
は
ー
実
効
4
d
J
L
E
L

北
匂
得
手
満
た
さ
士
し
1

〆
一
迫
文
て
、

だ
咋
h

お

一
心
つ
五
牛
の
イ
ソ
汁
だ
「
ル
」
事
件
は
、
イ
ラ
ク
北
山
町
U

い
ね
け
る
「
ル
J

I

午
の
政
均
宵
事
活
到
｛

力
点
士
1
1同
月
〕

円
前
向
ト
ト
パ
コ
宇

ま
す、

いよ
J
投
ペ
ロ
さ
れ
た
「
ラ
ク
人
幻
視
点
子
、
パ
ム
町
に
吋
す
る
措
利

一
、
条
約
前
託
）

な
戸
川
汁
桂
町
一
が
慢
4

口
さ
れ
た
し
「
〆
ゲ
岐
川
川
人
権
裁
判
司
ー
田
コ
て
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ゃ
れ
っ
こ
豆
ず
刊
で
あ
り
、
当
叫
レ
コ
が
イ
サ
み
北
川
に
叫
す

J
C
「
実
ム
刈
的
去
配
一
を
行
怯
ー
ご
に
い
た
ー
～
が
刊
付
加
と
な
っ
J
J

裁
判
所
は
、
本
件
で

'E；；，刊副i：究

門

／

J

ツ
ド
ゥ
事
刊
と
川
久
な
リ
、
ト
ル
コ
九
V

J

7
ク
北
却
に
何
一
ヲ
ム
ω

実
効
的
支
配
」
を
ノ
仁
川
し
て
お
ら
ず
、

し
、
こ
が
っ
亡
市
＋
j
l

へ
ら
の
持
沃
は
ト
ル
二

の
一
管
恒
川
」
に
は
な
か
っ
た
？
」
判
示
し
て
、
欧
州
人
快
mh洋
約
山
尚
一
品
可
能
咋
や
否
定
し
た

円
イ
ン
ド
ノ
事
叶
と
太
叶
に
の
伺
迫
百
と
し
て
決
刈
肝
ノ

が
wqげ
J

円
は
、
「
J

叶
ブ
ロ
ス
北
部
に
お
け
る
部
隊
は

ず
っ
と

E
い
川
刊
さ
F
L
所

千
J

て
い
た
て

τ
「
部
隊
が

L
V

寸
ブ
ロ
リ
人

本
件
よ
）
も

品リ
J

一
の
令
体
に
県
一
世
し
て
い
た
L

甲
と
、

ぷ
よ
び
一
日
誌

ι域
一
企
ブ
ー
ス
北
部
）
が
常
に
パ

r
u
l
ル
さ
れ

（η
C
「吋山内門戸「一

4

句、

τ白コー
c一一J
内）、

ミ

〉

、

j
h

コペ

－
t
／
ロ
ス
］
白
川
の
い
山
部
と
川
誠
y
」
？
連
結
J
q
る
主
一
型
経
路
の
宇
べ
て
ト
柿
、
何
計
が
設
け
ら
J

h

戸
、
い
た
」
一
と
明
あ
JJ

なわ打、
h

弘
司
一
オ
が
捻
椛
す

プ匂司
λ

け

ノ

J
J
事
件
い
い
お
い
て
J

一
ソ
ク
に
部
一
ド
J
h
u
u
久
一
札
た
1

P

M

コ
地

i
祁
隊
乃
数
は
約
一
厄
五
「
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
J

J

戸
事
刊
い
ト

お
h

I

よ
f

’U
ス
乙
部
に
開
討
し
一
L
N
b
j

ト
ル
？
ご
干
の
数
は
約
二
万
人
ご
あ
り
、
駐
刈
田
J
q
f
ω

日
隊
の
人
数
リ

、J

的
山
事
刊
で
ぞ
れ
ほ
ど
法
一
ー
は
な
が
っ

た
（
も
し
hvp

ソ
サ
ネ
咋
m
y
h
が
人
数
は
バ
グ
J
h
M
ヴ

以
土
の
よ
）
に
、
欧
川
人
げ
裁
判
所
の
判
例
f
h
よ
れ
ば
、

欧
川
人
作
括
的
の

Mr約
国
が
問
国
の
稲
山
川
町
全
部
王
た
は

部
f
t
対
〕
て
「
七
め
m
L
Y

町
」
を
汀
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
為
～
町
は
、

hkZ制
約
約
同
の
せ
批
柏
戸
」
心
地
附
介

5
る
こ
と
が
一
一

P
O
F
F－
の
涜
た
の
土
記
が

1

p

人
効
的

λ
引
」

h
心
た
ん
か
に
つ
い
て
、
%
台
へ
の
判
例
で
は
、

自
段

η
支
配
一
じ
は
不
十
ど
ん
で
あ
り
ヘ
バ
ノ
コ
ヴ
チ
享
刊
J
－J

、
地
市
川
下
の
民
間
w
な
い

J
針

日
出
（
ロ
ノ
f
v
ン
ャ
ソ
事
件
（
先
及
川
抗
打
）
判
決
、
／
ソ
サ
事
件
判
決
♂
が
必
裂
で
あ
る
し
r
5
1
ご
い
る
b

と
の
よ
う
な
内
容
お
よ
び
現
慌
の
地
部
隊

の
が
聞
な
い
し
朋
向
思
ょ
の
れ
ば
よ
い
の
よ
と
い
つ
い
て
、
判
河
の
リ
湯
は
必
ず
［
勺
悶
確
で
は
な
け
が
、
型
地
の
通
り
、
イ
ァ
刊
事
計
判
況
で
は
ま
一
仰
の

人
数
は
そ
れ
ほ
Y
哀
切
さ
れ
て
お
っ
す
、
民
河
川
佐
世
の
期
間
ヰ
掛
川
吋
h
J
杭
刊
、
地
削
除
か
す
～
記
す
る
助
γ
A
1
f
三、仁川れ
Y

以
外
作
地
所
内

j

一
交
活
が
皆
川
叩
f
F

れ
、
ツ
ω
刀
（
判
、
え
ば
校
問
所
の
一
一
川
町
問
」
ヘ
4
h
ど
の
安
売
が
具
祝
さ
れ
一
工
い
る
三

九
i
ふ
I
P

山、

P
J？
？
一
川
市
し
り
わ
い
七
の
に
対
し
、
そ
の
後
の
か
い

A
F
は
ー
一
人
効
的
〆
ず
般
的

ロ
イ
ジ
ド
ゥ
事
件

－μω
凶
的
比
ヨ

J
l
t

、Gih
キ
l仇

市

γ
ん
効
的
支
恥
」

ぶ
町
一
ハ
ヱ
ハ
3
4
J

コ
イ
ミ
ニ
一

2
5｝
〆
一
一
一
の
》
が
凶
い
ら
れ
る
ヲ
二
が
あ
る

I

丸
九
一
ハ
レ
竹
イ
ン
ド
ア
事
打
、
京
支
」

一一）〔）川一」↑

f
ノ
サ
手

実
効
的
の
一
前
と
「
令
校
的
一
山
花
は
、
回
一
次
J
R
作
I
J
八
川
町
に
お
け
る
実
効
川
え
配
芸
半
戸
間
際
寸
法
裁
川
町
の
一
1
1
ヘ
六
千

カ
ノ
ゲ
ア
事
が
l

（
卒
女
J

M

寸
法
二
ム
バ
J

J

J

F

）町
4
1
ン
「
ノ
作
イ
ド
条
約
沼
市
事
が
l

～
f
E
判

F
v」
一
へ
T
般
的
支
配
」
長
芋
（
恥
ユ
一
l
p
f

一y
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ヴ
ィ
ア
耳
隙
川
中
裁
判
町
ト
一
一
昨
裁
判
部
の

h
ノ
九
九
廿
ー
タ
ジ
ッ
チ
山
下
河
判
L
A」

ー
公
的
問
i
i
凶
の
力
が
「
実
均
的
l
え
川
比
一
よ

h
J
3
緩
や
か
な
基
芋
；
工
、
わ
る
こ
；
f
h
d
η

す
る
と
も

U
イ
ジ

l
、
事
件
－
ρん
民
的
抗
日
古
川
は
の
没
、
一
場
所
に
！
JR19
る
ム
ス
配
基
準
ト
隠
す
る
法
州

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

人
持
裁
川
岬
の
判
例
か
泣
更
さ
れ
る
と
こ
問
中
川
附
す
令
ニ
レ
J
n
ギ
司
許
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

J

一
刀
し
、

什
イ
ン
ド
フ
ネ
ル
パ
〆
｝
心
川
小
山
向
山
川
司
）
刊
以
rh

リ
悼
の
内
決
か

一
－
半
の
ア
ル
ス
ん
イ
一
」
事
件
刊
行
山
わ
↓

C

V

ム

一
件
ー
の
カ
タ
〆
対
f

ル
ド
パ
い
お
よ
び
口
、
ア
事
件
h

ず

Y
M
は
内
び
実
効
的
士
一
批
の
手
引
明
い
て
1
0
｝
と
や
、
一
宍
効
的
企
般
的
士
一
批
の
1
r
J
f

当
し
て
い
実
効
的
ゐ
仏
目
的
支
凶

の
4K
乞
市
い
て
い
る
訟
で
は
士
〈
、
例
え
は
一
つ
一

Yル スケイニ吋柴山宇1千円ナl人帝政半：：月 :I：法廷）判決、 '.) 

同
い
司
令
刊
決
J

じ
1

ん
一
一
的
又
山
一

ζ

「
主
ム
常
的
へ
二
股
J
U
÷
2

～
況
の
1
4

け
い
を
ま
っ
J

く
話
話
せ
司
、
む
ー
五
円

f
ン
ウ
山
ア
パ
川
～
パ
化
的
抗
力
～
判
決
か

依ムート
y

仁
一
工
パ
ペ
川
内
件
の
あ
る
川
例
と

t
L
M川
つ
と
い
ム
匂
こ
と
な
ど
ρご
り
ヂ
わ
正
、
決
刊
附
は
実
効
川
又
配
」
の
誌
と
「
災
効
的
ん
f
役
山
一
え
配
L

の
詰

3
h
A官川町二、

同
じ
立
門
ρ

吋
辺
、
川

v
て
い
る
？
与
山
価
す
る
の
か
…
妥
当
で
£
？
r

ノc

i、

「
人
に
対
す
る
文
肘
及
率

以
外
八
惟
裁
下
一
一
の
山
f
川
刊
に
よ
れ
ば
、
欧
州
人
梓
条
約
締
約
刊
の
刊
泳
核
問
が
そ
の
尚
践
の
川
河
じ
例
入
山
身
柄
を
初
哩
的
に
拘
束
ず
る
出
合

も
、
そ
の
何
人
は

4
1同協
mMwhRの
「
苦
悟
｝
一
」
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
情
人
と
中
つ
該
締
約

R
L」
の
間
h
Z
J

品
川
人
片
生

約
が
適
叫
U
U
れ
る
。
判
例
で
は
、
民
で
施
設
に
お
け
ゐ
町
内
村
山
の
問
珂
ぷ
「
（
〈
〕
L

刀
力
ア
ル
。
斗

l
p
、
門
ー
ン
お
上
び
ム
ブ
一
7

，H
刈
払
己
主
内
予
件
刊
法
、

り

0
4
γ
ル

ジ

コ

r

ダ
手
l
h
z一と

）
ど
け
で
な
く
、
宰
治
記
よ
か
半
用
機
に
お
け
る
身
柄

ω州
車
一
一

り
つ
れ
年
す

ゃ
、
ハ
HA
得
の
ど
午
情
ル
円
い
お
円
必
身
引
の
刊
し
下
（

C
C
八
年
メ
ド
ヴ
↑
ド
イ
一
寸
対
r
プ
シ

ン
h

一
ノ
ン
対
1
ル

Lr乙
内
川
制
ヘ
ロ
に
も
、
ー
身
M刊
を
拘
主

J

べ
1

れ
た
似
人
が
締
約
一

1
m
M日
曜
内

LiL師
、
た
γ
y

川
小
さ
れ
て
い
る

γ
ス
ワ
ル

κ：
ベ
ノ
ク
〆
「
き
ょ
っ
古
C
2
0
一
止
で
さ
ー
一
こ
が
指
摘

T
る
よ
）
に
、
欧
川
八
仲
裁
判
一
昨
の
半
例
は
、
身
柄
の
均
則
的
拘
束
円
以
ム
ヨ
に
川
、
χ
、

約締
;£[ ii; 
θ〉｜三

' ＇つ
よ己 c 
轄家
内烹苦
」 戸ど

あそ
る グコ
こ保
': ~'i 
;j> (}'; 

外
七で

イ＂＇L ノ、

る .lt
ル L
瀞恒
三ムr

れがJ

1: rヒ
..色、

D'I 1/ 
ツ~

rx切
。
': .. 
A、

5
ォ
u
’ニ
w
z
z
c空
、
も
そ
の
恒
人
が
ヰ
該
糾

ペ
ノ
コ
！
と
L

山
ノ
サ
1
ケ
（
H
2
2
3
r
）
汁
ル
「
一
事
作
品
、
定
は
、
北
ま

ア
ロ
ス
の
同
店
従
焔
小
川
帯
ー
ー
し
七
が

J
t
ロ
f
シ
ド
ヴ
事
件
と
再
な
ト
ル
一
が
実
的
＋
ぇ
町
L

行
山
じ
い
に
よ
か
ハ
た
場
～
丙
｜
｜
、
行
わ

た
ア
モ
行
中
一
い
市
号
ノ
加
し
た
Vト
ド

北
半
プ
口
ス
。
ト
刊

1

共
和
何
一
の
害
容
f
b
G
段
ー
入
札
一
、
死
一

L
と
ィ
n

T

h

ノ
氏
（

y
r
f内
5
2】

C
】

J

2

7

、
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山
詞
昨
ハ
f
包
v
つ
一
、
’
ニ
ム
川
い
対
す
る
権
利

、rた
約
第

一
久
人
、
な
と
の
依
引
が
保
有
さ
札
た
レ
r
L
C
臥
州
L

、
ほ
及
刊
折

μ
巾
烹
ど
を
わ
っ
た
主
件
で
あ
り
、

'E；；，刊副i：究

裁
判
－
九
州
は
、
「
一
ち
の

d

北
坪
プ
円
一
ス

i

止
ユ
汁
ハ
町
阿
』

の
位
置
w
h
h

巴
お
上

υ
ち
の
1n

凡
コ
ヘ
主
ん
は
J

ル
J

系
式
プ
門
ス
人
の
平
八
三
主
は
警
祭

官
」
が

1
刊

ク

L
弓
－
討
す
る
畏
行
一
泊
注
的
に
志
加
し
に
こ
と
を

L
v
f
y
正
訓
ん
が
あ
ノ
a
こ
と
、
な
ら
び
い
当
誌
一
場
町
一
ト
ル
コ
J
J

平
日
ね
よ
ぴ
じ
ふ
一
フ
口

メ
ー
ル
ゴ
共
和
同
一
の
警
察
円
が
い
一

L
も
か
か
わ
ら
ず
A
J

ル
ー
ク
氏
仁
対
す
る
尋
ね
ん
し
？
め
さ
せ
よ
う
／
」

υ
な
庁
つ
〈
こ
レ
ヰ
一
摂
随
一
L
、
f
山
j

i

ク
氏
が
ー
ル
コ
の
ー
作
j
ぺ
山
け
が
よ
パ
ゾ
／
ま
え
ば
定
効
的
支
配
の
h

に
（
ニ
己
山
河
内
了
一
二
ニ
ユ
さ
勾
一

4
m凶
ご
み
よ
『
弘
子
4
3
2
2号。一＼」

λ

の
り
、
し
た
が
っ
て
「

山一

ル
ゴ
の
告
柏
崎
ー
一
」
に
あ
っ
た
と
結
J

託
工
へ

こ
内
よ
う
に
、
防
州
人
怖
裁
判
所
の
判
例
じ
よ
一
円
ば
、
締
約
［
叫
一
が
和
人

rl川
L
f、
わ
山
町
一
一
ヲ
る
支
配
を
出
拠
仁
「
苦
結
」
内
存
在
を
合
た
う
ヲ
る
た
め
に

品
、
持
約
同
の
凶
索
機
同
が
個
人
の
身
柄
令
制
則
的
に
拘
束
一
ヲ
ゐ
か

ま
た
1
b
J
な
く
j

b

伺
八
に
い
f
r
i
Q
尋
ノ
い
に
は
制
極
的
に
参
加
す
る
『
と
が
必
読

で
L

め
ヌ
ν

こ
れ
に
対
！
〕
て
、
協
和
J

訂
河
の
半
隊
仕
J
か
下
町
札
プ
川
崎
町
に
い
る
似
z
へ
そ
攻
撃
ず
る
均
台
、

口
い
挽
え
れ
ば
、
持
向
日
か
中
に
間
人
φ
一
殺
宇
1

〆
得
る
能

り

」

t
引
い
し
て
い
る
L

過
ぎ
な
い
場
合

F

↑
ウ
い
て
、
従
米
内
宇
倒
は

J
ハ
ベ
結
の
J
3
J
t
t
u
也
L
Lき
f

例
え
ば
、
別
川
の
パ
ン

., 

コ
「
イ
ン
ル
ノ
小
ア
川
パ
h

い
ね
い
て
、

ベ
ル
干
情
7
は
斗
司
被
に
よ
、
り
空
か
ら
市
川
↓
り
人
ふ
ん
の
割
引
抜
手
殺
ペ
ロ
〕

4Hる
状
怠
に
あ
り
、
実
際
に
攻
守

h
f
が
、
「
皆

↓
〈
（
〉
じ
と
の
パ
ツ
日
刈
h

ル
「
事
件
決
定
は
、

軒
一
の
汁
h

引
は
れ
円
定
さ
れ
た

b

持
す
る
と
、
草
川
院
に
よ
る
守
、
か
ら
の
供
害
の
均
九
℃
も
「
営

特
」
の
存
在
を
肯
J
A
し
た
れ
司
の
よ
ゐ
仁
読
む
こ
と
も
亡

3
、
ギ
～
涼
そ
の
よ
う
ト

る
去
、
レ
小
川
也
は
、
次
の
よ
う
に
恩
師
m
L
H
F

も
の

FY＃
当
訂
品
、
ト
り

J
j
d

岱
｝
フ
、
品
1
1
主

ー

ι円

b
d
J
y
d
f
l
T
Y
4
T
L
I

ト
ル
コ
件
目
当
付
一
仏
に
山
い
ベ
ご
い
た
七
う
U
M

作

l
ラ
ン
r

へ
が
l
ル
コ
苧
〈
工
〉
と
M
M
M

有
さ
れ
た
こ
／
－
に
つ

J
J

＼
パ
「
命
に
対
す
る
枠
何
r

帯
↓
来

J

な
ト
ど
の
惟
利
ヂ
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
J
t
h
γ

的
判
恥
が
臥
川
人
惟
及
川
町
仁
川
守
と
を
f
h
J

七
！
下
件
で
あ

ο
！

ト
礼
コ
区
が
イ
ブ
ン
の
短
域
以
い
に
い
注
入
L
丈
か
人
口
か
ま
」

ト
ル
7
一
軍
が

U
r
少
の

f
ブ
シ
人
に
対
し
て
い
か
な
る
わ
ノ
γ乍
h
う
た
か
が
争
わ
れ
た
。

巾
一
八
人
、
コ
店
、

l
ル
ゴ
主
の
ヘ
j
寸
一
ア
タ
敏
氏
が

f
－
ツ
ン
新
川
崎
川
ー
ト
侵
入
〆
♂
右
科
し
た
徒
、

ヘ
y
「
ブ
タ
ー
か
－
J

J

W

り
て
L
ご
と
ト
ル
↑
主
L
T
L

かH

J

プ
ン
人
じ
ち
を
摘
ら
え
て
強
制
的
い
ト
ル
コ
臼
民
内
に
革
れ
て
子
主
、
マ
ン
ン
ガ
ン
て
撃
ツ
な
ど
1

J

一f
～役

7
ャ
ー
殺
害
」
f
炉
、
ム
ん
抗
争
」
乙
ご
れ
じ
対

し
、
ト
ル
コ
以
停

J

は
も
日
書
司
王
郎
、
え
て
遠
洋
い
h

ト
ル
一
松
内
示
一
入
っ
て
き
た
イ
P
J

／
人
、
ア
ロ
車
問
を
町
一

h
川
し
た
ト
立
つ
」
干
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
古
、
堂
ム
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討
が
与
の
段
、
そ
れ
に
お
ー
か
か
わ
、

h
r逃
心
キ
止
め
な
カ
っ

t
zわ
ん
J

7
ン
ー
い
対
〕
ご
先
日
日
〕
た
（

Tr自
ご
一
～
均
一
川
ば

L7M
ソ
制
時
山
円
で
あ
っ
た
二

主
丁
設
し
た
我
山
一
月
は
、

ー
ず
れ
の
当
事
v
t
の
張
ー
す
る
事
宍
y
h
M
J

忙
し
L
h
J
訪日一日定
J

奇
心
こ
と
な
く
、
木
作
事
実
が
ト
ル
」
の

2
と

nl
ゴ

プ

七

J

F
1
4宰

l

t
十

l

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

た
も
の
で
あ
る
一

Z
4一ト
U

7
一
政
泊
が
り
ず
一
、
い
な
い
こ
こ
や
坦
山
一
い
、
「
問
題
と
さ
れ
て
い
る
1F高
Juh－
こ
っ
た
均
所
を
い
れ
倍
い
付
記
す
る

Z
Fに
ほ

な
い
一
L

述
べ
、
本
件
が
同
ル
コ
の
「
苦
情
山

E
生
｝
た
も
の
で
あ
る
戸
一
と
を
川
口

4

ぜ
い
た
r

本
決
定
は
、

I
V
F
れ
の
山
中
μ
れ
が
、
工
怯
す
A
U

事
実
が
ド
止

つ
ま
J

、、
L
ト
ヰ
コ
平
の
ヘ
ノ
－
L
ブ
y

古
ト
ル
コ
民
涜
山
一

c
f
プ
〆
人
L
名
に
空
位
し
た

ζ
L
tも

（
ト
ル
コ
政
府
内
十
夜
ノ
、

し
い
と

L
r
も
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あ
る
い
は
舟
ト
ン
寸
震
の
一
－
」
八
；
二
が
イ
ブ
ノ
制
時
刈
J
P
イ
ラ
ン
人
七
朽
の
与
引
宇
抗
ら
え
ト
〆
勺
領
比
刈
に
宅
h

J
〈
殺
害
L
ム
灯
だ
と

L
て
も
戸
川

r
tヘ
吋
の
長
）
｜
｜
、
い
子
7

わ
ト

t
よ
込
該
／
一
一
，
人
が
ト
ル
コ
の
「
守
一
斡
内
」
に
ー
あ

J

ん
二
L

一を

l
l山
だ
と
オ
れ

f
L「
領
域
内
で
ノ
J

れ

れ
た
こ
ど
を
仰
い
拠
二
、
一
2
た
y

一F
れ
ば
ト
ル
コ
の
凶
］
家
出
叫
閥
均
五
人
の
身
柄
手
拘
慌
し
て
い
に
こ
ζ

を
恨
拠
行
疋
て
き
る
と
判
断
し
と
も
の
で

あ
つ
で
司
同
外
川
場
所
い
お
け
る
ヘ
リ
コ
ソ
々
；
ー
か
ら
内
発
砲
で
あ
っ
と
も
「
官
信
仰
有
ー
忙
を
H

ー
だ
戸
、
主
る
と
判
断
7

し
た
訳
で
は
な
い
の
刊
に
あ
る
ハ

,, ' 

ur約
問
の
法
的
空
間

、旬、可、ヘ～
p
h
h注目
J
V

口
ー
の
よ
J

ノ一、

A

－M
川
人
住
裁
判
所
／
1
J
白川，

t
t九
九
以
、
的
J

れ川円九
J
1
A
パ
効
的
支
配
」
を
行
使
し
J
1
2
Q
F場
所
い
じ
る
仙
人
二
一
局
所
一
対
す
る
正

配
一
基
準
＼
お
よ
び
締
約
子
7
身
慌
の
H
y
h
k
J

の
仙
の
降
て
支
配
E
止は
M
t
恒
九
（
人
に
討
す
る
文
配
立
与

i

治
一
は
、
設
締
約
［
L
一
の
官
山
崎
均
一

に
あ
J
ゐ
J
L

の
J

F

れ
、
欧
州
ヘ
作
条
約
が
適
用
さ
れ
る
同
店
辻
、
一
叫
町
に
l
f
J
フ
匂
主
配
L

基
準
ま
た
は
一
八
九
一
ん
す
ゐ
支
配
」
基
準
を
用
い
一
し

一
管
情
刊
」
に
あ
Z

Y
三
7
ろ
G
h
u
は
、
山
岡
介
M

Y

こ
の
為
一
司
に
い
る
明
人
ご
も
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
欧
州
人
権
各
ぷ
わ
れ
い
す
れ
か
の
坤
』
判
何
の
出

域
内
内
川
制
↓
内
に
い
る
悩
へ
い
民
つ
れ
る
の

7
t

し
い
ら
j

一
一
と
で
あ
る

こ
の
よ
う
土
問
題
が
生
す
る
の
は
、

パ
ノ
コ
↓
公
の
パ
ノ
J

1

げ

J

ツ
イ
事
刊
し
は

比
い
か
－
小
L
L
γ
j

計
約
同
の
法
的
古
町
（
pt年
長
ぺ
芸
コ
ヘ
～
石
毛
）
」
一
茄
に
止
来
す
る
、

川
述
の
地
行
ノ
ン
コ
ワ
イ
y
J
J

主
件
決
た
に
お
い
て
、
北
坊
が
は
、
三
Y
Mぺ
の
文
記
」
が
「

τ羽
合
又
配
L

北
え
キ
一
川
七
き
な
い
1

乙
〆

、々恰」

山
立
に
巳
J
ゅよ
F

A

r

J
｝
子
、
そ
れ
じ
持
U

J
て

f
y
引
の
ょ
っ
ナ
ム
イ
ニ
野
一
一
叩
〆
三
川

L
か
に
可
プ
ロ
ス
対

l
ル
コ
予
刊

化
ー
へ
心
羽
｝
に
お
い
f

批
判
所
は
、
ア
ヘ
掻
保
障
ン
ス
一
一
ノ
p
d

仁
お
け
る
五
憾
な
真
ぽ
状
怒
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2
2
M
g
u
ヰ
一
同
赴
す
ゐ
主
張
札
に
い
日
記
砂
喚
起
’
j

J

U

υ

L

か
9

J

、

は川叶は、

5
ド

ぬ
川
チ
也
ぺ
拐
す
る
孔
）
こ
の

対
山
中
山
危

'E；；，刊副i：究

刊
レ
は
ま
っ
た
く
異
な
ゐ
状
ぃ
叫
に
問
し
て
な
さ
れ
た
認
の
と
あ
一
党
よ
な
わ
ち
、
北
b

プ
ロ
ス
の
刊
い
れ
ば
、
？
ル
ケ
い
す
よ
る
大
効
的
I
A
配
、

ぷ
よ
叶
そ
れ
に
よ
っ
て
F
プ
口
ス
政
併
が
給
自
凶
と
し
て
一
欧
州
人
権
一
川
市
れ
引
！
負
士
、
1

る
十
一
刊
訪
れ
古
川
円
れ
で
き
な
く
な
円
た
こ
と
に
よ
可
、
人
仇

約
町
民
民
ー
一
恥
ば
い
ょ
っ
一
、
波
CJ
が
て
？
九
主
で
川
f
ぜな
L
て
い
た
利
掃
や
か
わ
れ
七
か
ら
で
あ
る

市
川
町
に
百
え
は
、

（
附
…
川
八
権
］

条

約

止

措
h

ハ
来
に
れ
い
、
本
ゴ
的
ト
抗
川
内
的
＆
文
脈
で

蒜一
C
J
三
544ARご
か

っ

巧

た
ほ
州
約
誕
の
氏
JL
笠
間

p
c
f
h
L
L
コ
凶
ユ
7
工
品
、
ご
て
2
2
Z
J予
E
E
M
S
q氏、）
C
T
F
Z
U
E
Eユ
口
元
苦
町
公
広

の
MT

い
お
し
一
丸
善
2
4
オ
る
一
つ
の
り
ふ
γ

数
斗
珂
条
約
一
で
あ
る

コ
ー
プ
ス
一
ノ
ピ

γ
山
一
即
共
和
3
が
に
の
法
的
生
羽
山
KJ
に
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
ご
め
る

」
の
条
約
一
は
、
締
約
卦

i

の’
r

動
に
つ
い
て
さ
え
、
世
界
寸
で
活
用
さ
れ
る
こ
ど
を
立
阿
さ
れ
と
も
の
ご
止
な
け
の

L
あ
る

丸
判
町
内
こ
の
誌
諭
ほ
、
と
り
わ
け
「
場
町
に
対
す
ゐ
支
配
本
一
羊
が
、
欧
川
人
惟
条
約
一
の
締
約
河
川
畑
作
門
で
の
み
万
九
し
う
す
セ

τ一
を
一
水
時
t
る
よ

、
つ
に
け
凡
十
五
る

主
料
、
こ
れ
ま
と
一
場
所
に
対
オ
る
土
町
L

主
キ
い
基
づ
き
「
雪
怜
」
の
な
在
が
肯
定
三
れ
た
釘
測
は
、
ー
へ
〔
、
協
和
約
同
が
他
の
ド

約
ー
の
地
仲
間
に
対
二
、

石
川
刈
「

γぇ
「
町
山
」
芸
／
打
伎

ζ
～
吉
例
で
あ
、
り
、
机
制
約
い
い
し
い
か
に
司
補
給
包
の
命
以
い
対
1

て
「
市
川
敬
訪
又
出
を
行
性
L
h」

4
4
4ぺ
i

つ
い
y
L
1
M－
灯
油
川
市
一

の
存
在
を
H
戸
J
i

七
I

v

た
刊
閃
は
な
い
c

ヲ
な
わ
ち
、
均
一
川
に
対
可
る

E
配
一
い
ず
れ
や
に
I
J

い
づ
く
活
情

の
芦
止
が
H

i

吾
、
川
い
た
判
例

と
L
には、

U

イ
ジ
ド
ノ
事
件
左
心
民
的
抗
弁
）
目
ー
は
と
イ
弓
シ
ユ
今
だ
て
ル
ド
パ
ム
ヤ
よ
川
J
U

ン
ア
予
件
判
仇
（
本
稿
、
け
刊
日
本

J

日
〕
が
あ
る
が
、
論
者

は、

l
ル
コ

平
仙
川
利
一
川
〉
一
川
小
、
キ
フ
ロ
ス

の
領
域
ド
対
υ

締
約
一
山
一
が
ド
ル
ド
パ

滞
約
凶
ハ
｝
内
領
民
じ
吋
1
u
て
、
氏
昌
ほ
、
口
、
Jγ

補約川出］

「
士
効
的
支
配

を
日
J

一
一
し
た
事
例
一
じ
め
っ
丈
｛
抱
心
、
非
締
約
阿
の
領
域
に
刈
J
j
Q
実
効
的
え
配
的
有
山
が
問
担
ト
y
f
d

つ
七
判
例
と
し
て
は

ハ
J

J

，
門
イ
ソ
ヂ
事
件
決
定
L
一イ

J

汁
事
件
弘
可
決
ア
ふ
る
（
出
芯
で
は
J

1

コ
ス
プ
／
｝
ア
山
山
市
共
和
悶
一
訓
梢
お
悶
）
の
政
叫
に
対
す
る
実
効
的
立

配
一
が
、
絞
告
で
は
イ
フ
ケ

の
有
聞
か
同
九
刊
一
と
々
／

2

た
♂
が
い
ず
孔
も

哨一州咋宮川リ約一、一

灯
油
域
に
い
刈
す

L
「に一一切お

JAm一

廿
申言

の
有
化

γ

円
定
3
れ
て
い
る
｛

f
だ
J

、
～
れ
ら
一
つ
一
の
判
例
じ
祝
日
時
一
の
存
在
が
百
！
と
さ
れ
た
J

一
出
技
の
似
艇
は
、
実
効
附
文
配
一

L

言
去
る
ほ
H
Y

の
又
配

口
付
付
仙
は
さ
れ
亡
い
な
か
っ
た
一
一
乙
で
あ
れ
ノ
、

一滞

hv国
の
法
的
と
間
」

の
付
〆
つ
ま
リ
非
締
約
目
の
民
投

J

で
は
と
f
一
ズ
締
山
内
み
乏

実
効
的
4
J
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配
一
が
ー
た
さ
れ
ど
い
一
え
も

告
転
内
」
の
均

mL
は
弄
な
v
d
わ
な
い
、
し
r一
判
示

JJム
川
例
が
あ
ム
品
川
で
は
な
い
し
ま
式
、
ノ
サ
事
件
判
決
に
お
い

亡
、
戎
同
庁
は
、
生
論
な
が
ら

条
約
締
れ
川
F
は
な
ノ
＼
町
一
h

か
に
抑
ω

判
凶
円
以
約
午
間
内
外
一
品
ゐ

f
ち
ク
」
の
情
域
｝
対
L
て
ト
ル
コ

可
出
い
津
ヰ
一
樹
氏

L
な
い
一
、
！
三
三
て
い
る

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

が
「
4
切
出
支
出

の
円
崎
高
／
）
号
、
れ
之

を
行
叩
～

L
、
そ
こ
ア
ト
ル
f
一の

特
色
町
什

山
方

人
に
斗
よ
る
ム
ス
凶

刑
事
に
つ
い
て
は
、
桁
約
一
刊
の
j
u
的世千円一

タト

つ
ま
り
欧
川
人
惟
条
約
非
締
約
日
の
間
岐
に
お
い
て
も
三
の
ふ

川γ
を
流
用
し
て
一
音
信
」
の
古
存
を
門
主
し
と
予
測
点
い
く
つ
か
存
寸
す
る

伺
え
ば
、
ア
礼
・
サ
｝
ド
ソ
ー
二
お
よ
び

λ
y
y
f
事
件
2
7
ル－
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ン
L

ダ
手
刊
片
山
、

イ
ラ
ク

一
手
前
約
、
）
領
域

γ

一
内
向
柄
引
総
設
し
お
い
て
丸
川

J
m
引J
V
U
4

一
）
が
恒
五
、
そ
が

d

材
木
〆
～
三
f
、
i
v
J
1ツ
ン
予
件
は
、
ん
ソ

y

〆
非
桁
約
凶
、
の
ん
寸
先
戸
に
む
と
に
ト
ル
コ
へ
制
約
一
回
〕
が
悩
人
の
身
柄
の
拘
中

L
f事
来
で
め
ノ
ア
ペ

L

一
円
疋
さ
れ
一
、
川
ノψ

v

ず
れ
い
、
ム
ヤ
J
r
L
も

1

智
一
血
門
の
A
L什
が

l；二l

木
下
山
の
立
与
式
お
上
び
射
祥

笠
控
い
れ
L

一
札
州
人
権
争
前
約
一
会
）
出
版
人
守
山
に
続

t
る
従
来
の
判
例
は
、
以
と
り
ょ
っ
t

笠
T
T
か
ご
さ
れ
旬
そ
が
ご
は
、
太
判
決
r

ア
j
y
e

ス
ウ

ィ
一
対
抗
～
王
手
刊
判
L
吋
）
；
f

山、

f
m
問
題
に
到
す
る
従
主
の
判
例
に
μ
刊
を
吋
山
内
出
、
ぇ
、
J
3
4

は
何
歩
一
定
点
ん

v
た
円
か
以
下
ご
は
、
「
官
特
有
斗
の
概

ム
ム
に
関
す
る
本
判
決
の
ま
誌
と
そ
の
川
引
料
千
枚
討
す
る

J

ι 

人
ド
片
す
る
文
一
h
」
比
準
n
v
p
A
d
間川

判
渋
ド
革

山
一
一
羽
お
よ
び
仕
事

川
出
入
羽
で
認
ρ

～ν
r
h
い
る
よ
、
つ
に
、

ハ
ノ
ハ
～
一
一
会
川
円
同
刀
－
コ
↓
）
、
J

川4
4
1
ハ
刀
↓
一
八
L

ま
で
の
問
、
英
司
パ
辺
、

um 

一
条
の
苦
味
ご
的
川
内
l

恥
同
L

ず
あ
っ

t
。
長
注
す
る
よ
ヨ

γ
、
山
一
れ
山
主
L
仏
「
一
の

2
d
c『

ワ
ク
に
お
L
て
一
九
グ
〔
也
氏
｝
境
川
部
凶

｝介＝
d
m
2
F
3
2
2
τ
F一
時
さ
と
が
氾
川
刑
さ
れ
ゐ
状
JH
と

J

U

一
戸
出
」
印
、
い
い
京
、
刀
他
涯
の
出
に
対
〆
ご

1

昨一

1
2
U
又
一
犯
す
E
2
2
3
2
3一）」

を
A
Y

州民

Ja
る
ム
さ
に
一
流
！

f

ず
る

t
刀
以
川
人
佐
々
R
約
出
一
条
の
ト
戸
川
で
の
「
苦
情
の
ー
口
十
れ
を
決
定

rる
年
平
均
一
つ

L
あ
h

U

1

場
所
に
対
す
る

T
J
叩
」
北
川
軍
に
、
わ
い
て
必
烹
と
♂
れ
ゐ
T
J
v
州
の
可
ト
I

均一も、一

τ効
的
支
配
L

一じか
JJQ
（レ小品川一一

1
Lド
u
a
J山

τ
そ
、
ー
た
と
す
れ
ば
、
本
位
い
で
は
、
サ
川
九
回

が
イ
フ
ケ
明
一
の
一
部
い
刈
L
C
一
巧
ノ
切
的
文
rh

を
行
主
L
て
い
た
二
／
手
摂
拠
に
、
つ
ま
り
沿
可
G

対
す
匂
ぷ
記
一
品
《
？
を
司
い
て
、

1雪
q曙

取人法羊JG2 (" '37!)) IS71 '2Ut:l. 1〕



内
存
λ

巴
を
川
汀
ι

で
3
た
よ
う
に
も
一
宇
八
る

'E；；，刊副i：究

と
こ
／
つ
が
、
裁
判
的
は
そ
の
よ
う
に
は
判
断
L
な
↑
っ
た
「
ミ
ブ
ノ
ゥ
，

J

ヲ
も
桁
拍
す
る
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
「
埼
川
に

J

で
よ
る
支
配
L

志
半

人
手
元
ト
タ
今
、
支
配
亡
、
君
、
準
、
本
述
吊
し
ご
一
昔
惜
的
存

1
1門
七
し
た
の
で
あ
る
ご
め

F

｝
ど
は
、
判
伏

J

弟
似
士
泊
二
β
け
公
一
女

は
な
ノ
、

山
は
、
は
害
さ
れ
に
何
人
に
刻
、
｝
て
権
力
お
よ
び
ぇ
配
え
一
行
悼
ん
ー
し
ご
い
と

F
E
S
H
H
4
2〔

η
2
3
7＝
s

E与
て
に
？
と
心
伐
凸
お
よ
び

f
タ

リ
y
ク
は
Ib比
貯
が
付
加
し
た
も
の
）
L
Y

つ
ミ
じ
】
、
コ
川
バ
一
っ
か
で
一
あ
そ

J

s
l
J
升
川

J

v

l

l

J

F

J

d

北
斗
寸

twう
か
ぶ
刊
で
丸
一
曜
に
対
す
る
，
F
L」
某
散
を
河
ー
な
治
二
た
科
ム
円
ζ
ν

こ
は
、
次
の
一
コ
の
司
能
川
町
が
考
ワ
ぐ
り
か

fι

小
一
は
、
戦
f
J
ム竹信

次
に
お
け
る

支
社
一
山
支
配
と
欧
州
人
梓
条
約
む

長
の

3
5幅
内
一
山
側
企
に
却
J
9
F
Q
r人
訪
問
支
配
」
と
ご
同
日
記
官
レ
主
れ
ノ
d

T
人一一切目の刊住

乏
が
川
干
、
な
る
可
能
性
で
あ
令
指

は
、
故
前
一
昨
が
バ

J

コ
ヴ
J

j

r

イ
事
い
抗
f

て
の

法
的
穴
附
L

論
を
維
μいL
L

h

る
Hh
能
性
で
お
る

事
一
立

一
場
所
に
対
寸
る
支
配
」
基
準

r
二
人
予
付
す
yu
支
配
L

H

U
（
訟
は
相
圧
に
排
抗
出
ず
は
な
＼
本
件
は
ど
ら
ら
む
基
出
一
も
川
7
一
戸
寸
九
一
が
、
良
川
吋
所
は

持
告
の
下
京
市
f

の
岨
店
を
涜
択
レ
た
｜
｜
，
v
告
の
装
中
一
は
尚
早

γ

小
川
一
能
だ
ー
と
の
で
は
ま
く
、
中
に
い
州
市

ζ
ナ
か
っ
た
人
わ
け
で
あ
ゐ
－
｜
｜
同
部
引
で
あ
る
一

以
一
へ
と
は

F

－
れ
ら
一
つ
一
の
可
能
付
フ
い
て
検
討
す
る
戸
↓
U
h
d

よ
び
ど
が
、
そ
の
前
に
、
本
件
止
決
が
一
ー
へ
d

い
か
ー
す
る
土
記

島
平
の
斗
白
身
在
従

人
の
判
例

t
ーも
JUペ
ー
パ
ー
に
ご
と
か
柄
拘
1
4

ヴ
担
、
へ
合
川
）
叫

「人
f
れ対
f
る
よ
又
耐
「
小
一
準
一
の
内
容

付
州
人
怜
裁
劃
い
附
の
し
計
心
択
の
判
例
に
よ
れ
ば

人
に
壮
一
す
匂
丸
町
」
基
や
を
尚
阿
川
L
て

判

悼

の
す
在
を
肯
厄
ご
き
2

吉
川
辻
、
血
、
型
的
に
は
耐

約
日
山
の
山
ぶ
州
間
関
が
恒
久
の
身
仙
刊
を
物
問
中
的
に
山
い
史
寸
る
時
八
け
な
よ
め
り
、
一
こ
れ
以
外
じ
は
ぜ
い
ぜ
い
、
耐
約
同
町
日
山
家
紋
刊
叫
が
伺
人
に
ハ
刈
計
る
暴
行

ぃt
伝
川
和
的
に
世
J

り
す
る
初
告
に
限
ら
札
た
（
本
時
二

1
u
b
t
f出）

C

本
件
に
お
け
る
第
八
伴
frナ
ー
へ
の
事
案
は
、

拘
禁
施
設
に
お
け
る
拘
禁
の
う
l
ス

ぜ
止
る
か
り
、
ー
人
に
対

fyM支
配
基
準
か
適
用
さ
れ
己
負
市
一
的
事
茶

cふ
リ
ー
汁
入
国
政
府
も
ご
わ
い
♂
仇
八
日
の

ぜ
転
ー
い
」

ご
生
じ
た
も
の
で
あ
る

一
亡
を
苧
わ
な
か
っ

ま
た
、
信
l

山
げ
人
の
山
ア
サ
ハ
は

p
l
寸
ク
…

z
d

刊
小
へ
に
L

何
尿
、
制
約
三
の
一
ご
弘
被
判
か
辛
口
也
lp山
に
蒸
れ
に
参
加
1
u
J
L

う

う
じ
あ
り
、
ま
七
、
計
九
平
兵
ー
が
肉
一
出
削
人
を
1

迎
抗
に
一
（
内
3
2
2一
）
と
さ
れ
一
f

～
い
る
～

L
y
n
：
り
す
札
ば
、
例
入
の
身
柄
を
物
別
的
仁
的
以
レ

J

一

じ
い
プ
ケ
ス
と
促
え
の
こ
と
も
で
去
、
従
中
の
間
切
に
川
ら
l
て
も
一
人
一
L
F
す
る
支
配
」
民
一
平
を
リ
叫
た
L
9
事
楽
で
あ
っ
た
と
一
μ
、す勺

ir!:Uにぷ学｝位 l日3則 1 1"72 〆.Zilt:l. : .I 



こ
札
に
対
v
y
＼
捨
て
箔
お
よ
び
諮
問
市
立
人
の
事
実
は
、
身
柄
本
一
物
坦
的
に
抗
京

ν
ご
い
な
い
間
人
f
れ
対
す
る
発
砲
の
ケ
1
ス
で
あ
り
、
さ

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

戸
、
第
一
市
斗
人
の
苦
は
、
企
凶
的

γ
掠
的
に
さ
れ
ず
さ
え
れ
ら
ず
、
党
苧
ハ
ト
ロ
ー
ル
山
政
一
戸
一
判
脅
か
こ
の
両
の
父
戦
の
慌
に
流
れ
同
庁
を
－
t
け
七

一
〕
と
が
除
問
ご
死
亡
し
た
叩
ー
一
の
出
川
紀
背
戸

2
2
2
Z
t
E
R
2こ
で
あ
っ
た

A
A
i

刊
決
は
、
二
三
ノ
レ
λ

ニ
豆
て
で
L

つ
い
て
も
「
L

、
に
吋
す
る
ム

配
一
韮
準
を
一
坦
凶
午
、
菅
直
一
の
背
ト
レ
作
や
υ「

J

一
疋
し
、
「
人
に
汁
寸
る
十
フ
、
阿
荒
作
干
の
中
心
を
ん
い
い
川
市
の
刊
例
よ
り
も

M
K
Jと
の
で
あ
る
し

れ
だ

L
、
が
な
民
は
ー
締
約
同
t

刀一制
j
、
い
対
L
亡
ー
殺
宝
i
1
J
F
h
ω
能
力
〈

5
4
2
吉
｝
仲
間
口
）

L

を
も
コ
て
い
る
ど
け
亡
む
だ
、
と
ま
で
は
一
斉
へ
J

て
し

な
い
、
な

f
な
ら
判
決
以
、
長
宅
が

f
ラ
ク
い
お
い
と
活
状
ヴ
あ
れ
ば
以
域
「
政
判
が
／
打
叫
す
る
公
以
力
の

Yル スケイニ吋柴山宇1千円ナl人帝政半：：月 :I：法廷）判決、 '.) 

川
を
行
惜
し
と
い
に
こ
と
が
ふ
灯
折
川

人
ぞ
い
↑
じ
、
『

7

1

F
一
河
外
的
な
山
中
慌
の
で
は
（
「
二

F
Z
2
4苫
X
三
A
4
4
2

＝
主
主
君
」
」
、
先
日
が
以
訣
ム
一
川
安
出
品
の
期
間
中
宮
子
作

2
t
H
r
i
v
E
5
r
Rロロ
F
V

～告に
E
C
C
Eこ
、
殺
ロ
さ
れ
七
日
叩
人
ぷ
凡
ご
立
山
刈
む
よ
一
パ
ー
一
支
配
合
一
什
探
し
て
川
た
？
」
考
え
る
（
竹
川
市
川
一
九
項
－

ζ

、叫山一長

に
J
U
Z
L佐
川
刈
け
て
い
る
か
円
で
あ
る
、

L
r
＼

門
U
M
？
と
？
〆
人
J

一
例
外
町
企
字
情
一
が
あ
今
場
〈
に
は
身
叩
の
可
？
択
一
一
ア
な
く
て
も
人

μ
汁
す
る
ム

配
」
基
準
が
満
七
さ
れ
会
の
か
、
山
岬
詑
は
市
い
も
述
べ
て
L
な
い
〕

戦
ヰ
占
紅
法
と
の
符
料

人

A
O七
年
ハ
ー
ク
陸
戦
規
制
川
沼
刈
ご
条
は
、
戦
時
占
領
仏

r
g用
さ
h
y
w
状
態
J
－4

主
力
1

白川副

に
つ
い
て
、
「
地
方
二
ン
一
ノ
手
実
上
敵
百

事
長
ほ
ん
山
門
一
師
、
ン
タ
ル
」

j

一土

ノ
附
LJ内
一
婦
、
〉
タ
4
トル
J

川
、
ー
い
片

t
－7
レ
m
ル
乙
ノ
h

ベ
」
ト
y

規
定
77ω

一
月
ノ
効
的
支
配
。
卜
い
ず
一
与
υ
れ
き
）
乙
て
あ
Z
J一
連
解
さ
れ
て
l
u
G

戦
時
占
造
法
的
一
J人
択
に
お
け
る

殺
に
か
印
4
h

の

実
叫
一
一
J
r
λ
m
h
」
y

、
欧
州
人
持
条
約
住
民

法
の
す
人
以
に
お
け
る
1

実
効
的
支
配
一

の
問
宍
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
一
与
州
諸
え
れ

効
［自
主；
山
」

ザCle
L 
z, 

, ' 
'( 

－ι、ィ一、
よ
「＇ic
4ー

の削J
よ f1']
う 0)

' i' 
I岳均

的 n,q
L土色 J目撃
ザ、 一一、
"" ' をは
τ ヲヘ
" Cふ

っか
λれつ

ーや

十
十
件
に
お
と
I
J夫
同
政
的
は

）
れ
ハ
↓
一
つ
の

「
i

「
h

J

J

、、
l
ノ

1
f
J
t
l
 

述

t
IドJ
昨
止
の
V
〈
吹
に
お
け
る
「
実
効
白
人
前
記
」
レ
及
川
人
仲
条
約
年
1
4

青
山
丈
同
月
刊
に
い
れ
げ
る
ー
実
叫
v
出
支
配
」
日
、
そ
れ
と
れ
｛
に
な
る
帆
念
で
あ

長
治
的
支
配
は
、
詔
域
f
h

の
場
町
仁
お
い
y

L

1

ヘ
ム
惟
力

る
旬
以
北
内
の

T
5
2
2
5こ
主

い

ン

孜

川

採

花

f
m
R
3
2
5
5戸言

F
H
H
W
2
2
E
J
Y行
使
「
る
埼
ノ
川
い
成
ウ
す
る
の
に
い
い
勺
し
、
戦
吟
コ
記
法
に
基
パ
ノ
き
「
向
同
炉
行
使
ぜ
る
梶
山
川
は

川
庁
事
力
百
戸
r
E
2
℃

can－E
）」引

為
的
リ
、

方
の
H

味
台
の
〕
売
却
一
一
JJ入
配
一
が
行
先
さ
れ
と
い
る
？
と
は
、
物
L
q
の
意
味
ご
の
宍
一
一
消
印
支
配
一
が
存
伝
す
る
こ
〆
一
存
一

ι
F
Lも
弘
抹
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ヤ
ノ
な
い
。
一
手
戦
叫
山
両
店
l
、
ト
円
泣
｝
守
中
川
ロ
ト
伯
r

地
の
刊
刊
行
げ
か
ん
下
を
梢
J

重
す

L
持
品
を
負
う
（
ハ

i

ク
陸
戦
規
制
川
信
刈
〕
二
条
）
。
ヲ
ぱ
か
〆
、
ー
い
相
辿
の
川
崎

'E；；，刊副i：究

L
法
ハ
チ
L
J年
し
な
が
ら
欧
州
人
権
条
H
J
m
v
t
y討
を
J寸
る
こ
と
は
小
い
能

F
あ
る
治
、
町
、
山
川
白
地
は
欧
川
人
権
条
約
日
単
一
条
山
仁
川
時
に
お
け
。

廿
転

山
い
」
の
ぬ
所
に
当
七
ら
な
い

J
m
説
誌
は
、
岐
昨
」
π

領

αが
冶
閉
さ
れ
る
状
殻
〆
欧
州
に
散
条
r
J
川
が
通
附
さ
れ
る
川
%
が
相

μ
に
悦
也
町
で
あ
る
乙
円
山
山
川
市
で
あ
る
が
、
判
決
人
中

体
的
団
旨
／
j
p
F
が
い
い
刈
貯
一
山
寵
J
山
内
五
味
ず
的

内体内」
J
1べ
誌
で
あ
っ
と
〕
と
4
7口
｛
疋
L

J

つ
、
広
昨
4

欧
州
人
権
来
約
十
一
泡
比
L

た
）
号
、

i
J日
出

νと
ご
に
占
河
地
に
お
け
ゐ
人
格
一
位
言
に
つ
い
て
条
約
l
立
わ
テ
仁
川
、
つ
べ
き
ご
あ
ふ
L

I

C
述
べ
た
河
伏
問
法
一
品
か
、
い
す
る
と
、
比
川
リ
ヂ
ル
は

玄
の
マ
雨
前
を
台
｝
店

J

て
い
る
と
明
さ
れ
る

他
方
、

ヘ
ム
体
力
」
な

v
L
一
政
昨
柿
能
」

の
／
い
使
ト
y

I

軍
事
ん
」

の
イ
ヒ
閉
じ
一
を

Lrι
さ
せ
る
一
竹
内
訣
論
辻
、
沿
い
叫
卜
ぷ
け
て
「
淀
川
が
む
便
ナ

G
J店
限
仰
い
目
的
崎
医
小
山
、
、
内
川
人
窄
条
約
給
条
の

Mh結
恨

ん
ru
一
リ
ト
土
門
ノ
ド
白
山
わ
？
／
W
J

申
聖
な
山
直
一
拾
い
川
で
あ
る
が
荒
刊
十
れ
か
十
）
7
同
店
戸
川
胞
に
ど

の
ょ
っ
に
μ

一
、
乞
～
の

3一
は
川
ら
か
て
な
、
ー

判
決
は
、

主
回
が
イ
ラ
ク
に
お
い
、
舟
A
L

竹
い
で
あ
れ
ば
主
権
山
政
府
子
ノ
イ
似
す
る
公
椛
ハ
心
配
＝

r
f

jm
一

L

を
行
使
し

L
い
れ
ん
こ
と
寸
的
利
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
が
ド
裂
の
権
力
が

の
一
部
L

な
い

lJ

政
府
肱
力
（
吉
正

2
2
A

1
4
f
山
地
位
一
」
内
一
人
ハ
司
る
は
付
力
な
わ
か
、
刊
日
I

旬
以
以
外
の
も
の

i
同
、
人
す
る
川
町
力
士
の
か
か
」
引
ム
カ
に
て
レ
Am
い
か
ん
戸
、
あ
る
〕
つ
一
ま
、
川
、
ふ

判
決
ば
、
戦
時
山
記
法
が
泊
川
市
村
れ
る
伏
詮
む
あ
り
な
が
ら
附
川
人
権
長
一
叫
が
適
用
さ
れ
f
A

い
場
、
が
｜
｜
「
締
約
司
の
土
、
出
？
吋
諭
子
日
間
川
村
れ

会場ヘ）
1
2
A
Z
除
い
て
l
lー
あ
り
制
作
ツ
匂
の
か
を
明
ら
が
に
し
L

L
れ
そ
e

の
と
為
る
ピ
了
ん
戸
し
、

い
ず
れ

γ
し
て
勺
キ
刊
で
は
υ供
向
日
J

イ
ラ
ク
に
お
J
い
て

一八
y
A

続
力
一
二
い
一

J

は
一
泊
缶
力
一
J

う
れ
悼
ん
し
ご
い
た
と
い
う
の
が
す
此
判
所
の
J
u
m
去
の

r、
本
判
、
仏
が

日
明
所
J
K
M刈
す
る
文
出

基
準
ふ
」
連
川
な

か
っ
J
1
引
山
は
、
以
？
の
い
ル
で
山
内
や
＼
る

つ
の

τ能
仲
の
い
「
れ
か
ご
あ
る
こ
と
に
な
ふ
二

梢
お
ほ
の
法
的
空
間
北
村

共
立
け
山
以
泊
山
、
パ
ン
「
i
ノイ
y

J

二
三
円
決
定
力

1

前
約
一
J
Aり
J
出
品
目
問
、
3
吉
宗
主
コ
ヘ
令
官
三
一
論
お
よ
び
子
作
成
の
判
例
ド
依
拠
、
締
約
一
z
内

庁
、
的
主
河
の
f
円、

コ
ま
の
欧
川
人
権
朱
約
非
特
約
一
回
の
沼
山
い
む
り
に
「
場
町
に
対
す
る
2

込
町
立
一
半
は
泊
閉
さ
れ
f
d
い
レ
主
出

共
同
比
府

γ
ふ
れ
ば
、

。
州
わ
…
悶
の
法
的
メ
r
同
」
の
外
こ
生
じ
た
事
実
に
つ

L

L
一
世
乾
L

のん
U
P寸」

ZL同士
l
た
山
尚
一
は
、

LT
べ
f

、

人
こ
」
討
す
ξ
支
配
L

志
半

円

i：乙
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を
迫
凶
た
判
別
で
あ
っ
て
、
鳩
町
仁
バ
一
一
！
？
文
配
一
抑
止
準
き
泊
川
市
〆
に
こ
の
片
？
？
円
定

J

た
川
間
口
↓
戸
リ
パ
行
せ
J
2
1

ま
た
、
ノ
ァ
見
事
内
相
川
決
桔
l

以
」頁

i

一
杭
三
1
U
U
多
用
、

は
ザ
ヰ
町
内
過
ぎ
去
M

j
い
う

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

京
判
決
の
い
九

誌
に
つ
い
て
次
り
よ
う
に
辺
一
＼
ご
い
る

得
点
引
用
五
一

川
一
頁
は

山
花
了
間

設川
4

一
一
昨
が
こ
れ
ま
で
史
詞
じ
亡
き
た
よ
う
に
、
来
約
締
約
悶
の
出
誠
が
仇
心
徳
利
凶
の
山
中
滋
に
よ
勺
て
占
へ
一
人
穴
れ
ιγ

山
吉
、
山
首
悶
は
品
川
口
、
f

一し
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仁
川
知
地
に
お
け
る
人
伝
説
六
に
つ
い
て
条
約
上
責
任
を
負
う
べ
主
で
あ
る

J

な
げ
ア
な
A
l
F
J

、品、

L
t三
」
な
い
ー
と
す
れ
ば
、
当
点
領
域
の
む
長
が

ぞ
れ
ま
↑
じ
ず
交
し
て
い
た
権
利
h
n
J
び
H
出
を
彼
ら
シ
ら
奪
う
こ
と
に
な
り

1

条
約
ω
I
A
的
雫
問
ぞ
C
同

2
2
2
三
一
品
乙
1

戸
さ
れ
よ
」
い
す
お
け
る

口
、
主
状
能
に
が
止
じ
一
二
ま
ろ
ょ
ん
ら
こ
あ
る

7
削「一
L
e
口
イ
ジ
ト
ソ
主
汗
（
太
玄
）
箭
〕
八
項
、
川
一
川

E

バ
り
三
円
吋
プ
寸
忍
咋
訟
や
れ
ヘ
U
h引布一

工
＼
川
、
円
、
ふ
い
う
、
し
、
心
潟
、
ヘ
♂
に
、
打
、
い
＼
け
よ
お
一
刊
の
宮
崎
正
方
1仕
17、
品
め
が
話
出
h
p
よ
あ
品
く
い
み
よ
と
一
一
、
、
必
心
一
工
、
す
な
わ
ら
欧
州
主
高

へ吟
h
川
盟
凶
の
詰
似
の
川
河
で
条
約
市
来
の
意
味
に
お
け
る
管
位
引
が
行
不
（
作
八
ふ
い
こ
を
H
M

時
ず
む
む
の
で
は
な
ぺ
裁
引
所
の
字
削
は
、
（
「
管

情
」
日
概
念
に
つ
い
て
J

J

？
の
よ
う
な
限
定
を
世
止
し
こ
こ
な
か
J
J

た
（
例
え
ば
、
削

ιの
オ
二
ー
ラ
〆
事
咋
、
イ
J

H

討
中
巧
咋
、
ア
ル
庁
7

ド
ゥ

i

J

お
よ
び
ム
フ
↓
f

J

手

引

ぇ
k

ヴ一
J

W

1

f

ワ

44件
J
h

参
M
℃

判
決
小
川
こ
の
間
同
に
ぺ
J

い
ご
は
、
ハ
’
コ
ヴ
イ
ソ
手
ノ
事
洋
決
定
h
u

一
氏
自
主
同
」
論
を
f

h

H

V

た
J

む
の

f
あ
る
汁
価
寸
る
存
釈
が
多
川
；
っ

た
一
剖
匹
は
も
ち
人
ん
一
つ
の
可
能
な
副
川
一
、
あ
る
が
、
出
方
で
、
判
決
の
こ
の
筒
所
は
、
滞
J

町
市
川
内
法
的
力
l

同
一
内
外
で
あ
｝
と
も
恰
特
の
右

J

斗
を
主
必
で
去
る
相
場
ん
」
が
あ
る
1
y

述
べ
て
い
J
ハ
一
に
泊
ゲ
占
「
、

県
知
一
昨
に
対
1
q
る
支
配
L

墓
地
を
活
用
1
て
て
の
）
を
打
ヒ
で
き
る
と
ま
ご
述
ペ
て
は
い

一
山
柿
約
村
山
江
主
当
一
時
に
の
川
町
に
つ
い
て
は
一
R

人
じ
吋
J
q
z
w

叉
配
」

u
札
口
止
の
治
川
治
活
広
ザ
に
し
な
い
の
か
色
し
j
な
ハ

と
＃
側
守
れ
旬
～
一

ふる
ゆ

しミ
と
も
ま
丈
可
能
一
に
あ
る
し
後
者
の
詳
む
い
上
れ
法
、

本
判
決
が

1
m
崎
町
に
対
す
る
ム
マ
凶
作
ホ
準
を
い
世
田

υ
な
か
っ
た
の
は
、
ノ
ラ
ク
が
附
川
E

へ
惟
条
約

非
締
約
阿
と
ふ
る
と
め
に
同
基
平
が
直
前
ハ
川
能
ム
／
（
と
か
ら
で
あ
る
し
、
仙
力
、
前
弘
f
の
評
悩
に
よ
れ
ば
、
ふ
U
h
u
l付
が
一
有
一
同
に
ド
ノ
す
る
支
配
」
民

HYSF品
店
可
じ
な
か

J

だ
の
は
、
ぬ
型
肝
不
可
院
で

J

た
か
ら
で
は
な
く
は
い
活
用
し
な
刀
ハ
た
だ
け
二
よ
品
、
川
、
一
人
い
対
す
る
支
配
志
半
4

4

通
用
仁
て
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「
菅
崎
一
の
ト
汀
在
を
肯
で
ご
ミ
た
か
－
J

そ
う
し
J

だ
け
で
め
る
、
と
い
も
つ
こ
と
ト
な
ふ
り
し
ー
か
ん
す
〕
、

い
ず
れ
の
許
私
hmvp人
で
あ
心
力
ヰ
一
本
判
決
だ
け

'E；；，刊副i：究

か
ら
判
附
ー
一
ザ
フ
セ
レ
ば
で
き
ず

い
ド
れ
J4

本
刊
双
山
山
拍
子
ム
読
み
の
託
品
？
？
、
寸
叶
J
y
l
｝
リ
ョ
れ
ゴ
、
木
山
甘
い
堤
は
、
「
諦
河
川
刊
の
寸
、
的
合
同
L

論
h
J

一
場
所
に
対
す
る
支
配
」
基
準
一
つ
い
て
認
可
す
る
ふ
市
川
崎
を

～
人
主
ト
は
排
除
し
ハ
？
νJ
た
ど
但
解
し
て
お
く
り
が
現
段
川
崎
こ
は
穏
当
ぜ
あ
る
よ
も
ノ

品
わ
れ
る

,3 

ト

d

とめ

欧
州
人
注
条
約
一
信
一
長
の
恰
転
内
」
円
札
念
に
閉
す
る
判
的
の
「
現
状
一
は
、
ひ
し
ど
ま
ヲ
以
上
の
よ
、
つ
仁
笠

4
1古
今
一
」
レ
ウ
で
与
る
υ

J

か
〆
、

何
故
ノ
て

7
な
の
か

つ
ま
り
、
川
河
の
す
坊
を
何
り
か
の
一
貫
し
た
示
即

γ
よ
ぺ
て
け
出
仕
す
る
『
と
が
可
能
な
の
カ

同
能
だ

c
す
れ
ば
そ
の
示
即

はハ判

iv、
を
別
ム
か
い
す
る
と
は
非
寸
い
斬
〕
い

日J

人
に
対
す
る
又
出
L

長
辛
に
つ
い
て
は
、
一
川
川
基
が
を
ト
川
た
オ
埼
九
け
を
身
柄
h
u

物

埋
的
拘
点
に
川
同
定
し
、
「
M
U
2
V
J
ν

氾
げ
る
能
ど
を
左
ず
る

ft過
き
な
い
ん
ア
ー
ス
を
杯
除
で
き
る
の
は
い
い
け
叫
ん
γ
を
抗

mrふ
こ
レ
は
γ
小
川

t
t
cー
あ
る
ヒ
の

批
リ
了
ゎ
、
仮
に
七
測
の
リ
誌
を
一
律
一
心
L
q
る
と
個
へ
の
い
努
州
を
拘
束
し
セ
で
そ
の
個
人
を
殺
害
し
た
場
へ
口
は
政
作
ヘ
昨
条
約
が
山
町
さ
れ
る
の

川刈

L
、
苦
情
を
た
士
、
せ
ず
い
レ
え
な
い
り
殺
害
す
る
ほ
ふ
ロ
に
は
伺
条
約
が
治
川
が
れ
な
い

F

〕υr
に
な
り
、
川
勾
航
行
京
会
試
み
る
一
一
乙
九
四
、
官
九
を
町
村
4

口
す
る

J

J

1

7
〆
7

J

／
が
生
す
る
こ
と
に
な
っ
亡
不
九
別
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
〔
州
制
I
刀
、
ベ
ッ
ソ
ン
五
百
3
ニ
ヨ
ロ
3
5
M
J
h
w
ょ
、
）
仁
、
ー
州
五
曜
日
一

と
は
、
半
な
む
強
制
（
η
2月
宍
正
」
に
と
と
主
ら
な
い
川
川
範
的
叫
山
（
同
5
E
w
p
H〈
乃
島
B
E
E
C
h
H）
を
よ
い
「
ノ
ャ
柿
力
、
つ
ま
り
、
一

luuJ
件
、
あ
る
）

I
張

さ
れ

Z
か
、
ま
に
は
少
な
く
ー

J
G
一
て
の
主
力
b
服
す
ふ
γ
尚
一
い
よ
F

一、
L
j
r
あ
る
〈
寄
与
え
ら
れ
て
い
る
、
K
的
お
〕
日
び
政
治
的
搭
カ
吾
c一号
5
2
1

得
↓
佐
川
代
ミ
ニ
ユ
J
3
2

一て
z
d
2
4

で
あ
り
、
ヶ
の
抑
点
つ
り
は
例
は
一
一
弓
I
J
L

一
原
則
｝

R

一と同ィ
4
1
f

）》停↓一門口ご－一ホ
J
2
1
↓ヌム一ゴ〉】冗乍お］尚三「〕九一件全】一て同抗

みつ

t
説
明
れ
じ
さ
る
乞
の
見
解
も
あ
る
の
じ
か
し
、

F

」
の
川
川
町
立
の
松
一
引
は
入
、
柏
の
射
官
会
什
丈
夫
一
〈
超
よ
る
ご
と
な
の
で
、
こ

F

一
で
は
山
円
一
行
を
指
折
L
9

と
い
し

Y
め
と
お
、
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2 

そ
の
抱
の
論
点

叶
川
内
義
務

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

1
 

4
人
町
に
対
サ
ノ
ν
椛
何
｛
、
日
同
一
条

の
伝
害
字
削
に
ハ
い
ご
締
約
同
か
刑
今
式
局
私
一
負
担
う
こ
と
は
、
バ
州
人
権
条
約
一
い
お
い

L
唱
え
上
は
児
｛
ん
さ
れ
て

い
ま
V

カ
、
市

υ
ホ
ポ
と
清
一
条
レ
一
併
せ
読
L
J
J
P

」
し
に
よ
ゥ
て
そ
、
7

J
た
禿
務
主
導
f
右
え
方
が
判
間
接

v
し
て
い
る
じ
ま
丈
、
こ
の
調
A
K
義
務
が
武

刈
山
川
刷
会
計
一
に
も
出
琉
し
な
い
ご
と
、
ん
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
一
オ
歪
で
あ
れ
ば
「
支
効
的
」
と
一
μ
、
え
る
か
は
佃

F
の
状
況
ピ
士
J
E
T

な
わ
μ
い
る
こ
と
、
λ

川
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壷ロド｛
yd
刊
に
均
与
一
た
古
か
h
一兆

v

た
機
m吋
ぃ
炉
実
紘
一
な
け
μ
ば
な
ら
な
い
p

－2
、
独
立
と
は
、
辛
口
仙
的
判
織
り
？
2
4
m叫
叫
が
什

FI
ど
な
い
L

け↑ケ

は
に
付
す
、
究
開
叫
に
独
fr

し
て
い
る
こ
し
三
戸
2
3
2
L
4
2号セ
2
x一E
2
1
が
必
要
で
あ
る
こ
ト
y

なし
y

b

従
末
の
川
例

γ
ょ
っ
仁
小
さ
れ
て
い

判
決
辻
、

F

」
れ
ム
ト
ム
冗
末
の
判
例
？
尚
携
し
亡
が
い
川
、

羽
食
主
持
w
h
つ
い
ご
勾
一
訴
し
い
河
川
合
一
小
し
て
は
川
な
し
c

l；二l

ペ
市
山
中
に
お
け
会
致
死
力
行
使
の
性
倍

｝
伝
川
崎
日
お
い
一
一
l
H一
語
半
が
わ
伎
す
ゐ
致
死
ワ
（
Z
F
E－－
o同
日
は
、
ど
の
」
丈
ノ
な
場
合
二
敵
対
行
v
旬、」
Z
J
E
r
Z
）
む
件
絡
を
も
ち
、
レ
の
よ
う

の
性
格
Lr
も
つ
の
か
、

L

い
う

4
ま
な
河
也
が
あ
る
敵
対
／
汀
為
の
場
合
、
以
係
構
成
比
ま
た
は
敵
汁
’
h

公
邸
合
に
江
同
行
ヘ
｝
戸

お
に

Jι芯
ぢ

J

加
ヲ
る
お
い
山
l

川、〕
H

的
－

w－
自
の
い
か
人
を
川
わ
ず
、
支
た
い
代
梓
手
段
の
吉
正
を
山
わ
ず
甲
れ
や
殺
t

L

L
よ
い
の
に
だ
L
、
J
山
執
／
？
の
沼

出
U

色、孜
UU
力
全
一
心
読
す
る
一
九
〈
口
、
門
的

r似
た
さ
丸
る
こ
と
に

M3八
、
円
内
」
の
比
川
ん
、
ゎ
、
宝
い
以
外
の
代
替
手
段
が
な
い

F

」
y

な
ど
が
条
件
と
ち
れ

る
た
め
、
故
死
力
行
令
一
の
州
は
れ
が
敵
対
行
為
で
あ
る
か
氏
執
一
汁
で
あ
る
か
は
重
要
士
枯
去
の
相
速
を
も
た
す
り

以
川
へ
椎
裁
が
ど
叫
は
、
非
国
際
的
だ
ん
粉
手
j

見
な
し
伴
る
事
態
4

お
け
る
弐
化
力
行
使

7J
し
て
は
何
度
カ
宇
附
を
τ
し
た
甲
と
が
あ
る
が
、

結
地
い
お
げ
る
致
死
ハ
パ
行
伎
に
つ
い
と
の
判
別
は
ま
ど
な
l

太
汁
で
仏
、
試
日
刊
人
控
条
約

Mm一
久
へ
の
ご
続
可
一
一
持
託
宣
義
務
）
の
浪
反
が
E
V
聞
こ

ゴ
り
条
の
一
丈
鉱
山
4

＋社務

F
1
～内にけ刈？ラフつ
h

惟
判
の
坊
主
義
務
）

の
違
反
は
山
げ
す
山
川
判
官
に
介
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
木
判
決
も
こ
の
間
忠
に
コ
い
て

なは
何
の
判
川
刷
も
ぶ
さ
な
か
〉
た

、
d
A寸ロ

取人法羊JG2 (" 'Vi) I S77 '2U t:l. 1〕



'"' 
行
品
川
り
口
何
回

'E；；，刊副i：究

共
同
政
υい
品
、
本
件
仁
川
認
と
な
っ

k

u

ム
♂
お
の
う
ち
、
前
一

ぷ
よ
ぴ
指
南
立
人
の
親
族
に
い
れ
T
Y
ゐ
に
お
に
ツ
い

－

r
一
フ
う
の

ryF女
お
よ

F
V、
足
幻
緋
ど
に
区
間
世
な
あ
い
り
ゅ
。
括
ー
さ
」
を
と
る
こ
と
を
々
夕
日
給
半
一
授
詳
し
ι
人
h

古
川
小
科
氏
主
一
立
一

一、ん楕一

1
a
閉
じ

に
u
k
づ
U
C
行
わ
れ

た
行
A
F
J
内
ご
、
軍
人
間
で
は
ー
な
く
一
明
］
速
い
「
市
民
す
る
デ
エ
問
、
三
一
こ
円
張
は
、
同
去
の
村
山
帯
＼
2
7
3三
日
青
空

ド
草
つ
主
ノ
臼
わ
札
心
行
八
叫
が
巴

連
ど
い
山
並
凶
の
い
「
れ
に
帰
属

γ
る
か
1
y

、

1
J
f
r
J
L川
＼
長

バ
V

「
ー
ド
イ

l

卦
1

裁
が
い
一
的
は
、
主
へ
同
政
府
が
阿
山
川
「
寸
続
「
主
引
し
士
刀
ツ

誌
4
uー
に
「
一
新
九
に
一
設
す
F

ハ
ご
と
は

c
h一Lぷ
い
と
〕
て
、
こ
の
論
ー
に
，
い
て
は
何
の
川
明
も
一
ぶ
さ
れ
J
J
っ
た

一叫叶竹
1
川
上
J

F

こ
η
治
f
H

二
討
す
る
ム
ケ
引
九
事
武
同
引
パ
乃
川
可
し

J

て
ぺ

l

l

；

l
i

－

ノ

イ

ー

；

f

f

l

i

↑

一

j
t

山

ω

一
p

の
パ

l
ラ
、
、
お
よ
び

L1ノ
マ
ム
ー
対
フ
ラ
ン
ス
は
か
事
川
決
J

止、と

U

、
〉
七
小
五
日

'' 、J

年
七
月
七
行
の
F
ル
e

L

Y

一一し！し》
f

：
j
ノ

j
！ノ

叫
れ
の
事
件
工
心
v

て
、
久
保
恩
沢
一
4

市
民

H
U

に汁斗
J
O

、

1
4
1
1
：
 

川
u: 

内
1

）
の
第

J
A
U
に
よ
じ
れ
ふ
さ
れ
た
一
授
培
、
宮
、
～
2
4
2こ
」
ド
基
づ
久
一
K
F
O
R
｛
コ
ノ
J
h

半

が

行

J
P
刊
為
を

E
迫
に
帰
属
ち
せ
と
の
一
片

L
、

持
告
の
宇
門
に
お
い
ご
は
、
安
一
以
叫
決
誌

一
項
お
主
び

＼ノパノ凶
4

）

の
弘
ガ
ド
ハ
引
に
よ
り
な
さ
れ
た

五

一立川
f

八一

一コ
C
二
年
十
）
の
箭

長
怖
主
主
吉
32J）

L

に
基

23
英
国
が
K
U
1
L
γ

汀
む
を
凶
叫
で
は
な
f
党
出
品
川
医
さ
斗
ー

J
円
二
す
れ
の
事

t
も
、
問
窓
的
行
書
を
行
っ
と
の
が

i
辺
の
前
川
一
言
、
は
な
か
戸
七
1

川
、
ま
ι
、
い
い
涯
に
部
将
に
け
刈
す
る
作
哉
指
向
持
ぞ
懲
戒
伝

旧
日
市
〆

hA判
川
憶
を
有
せ
ず
、

h
A
叫
且
い
梓
か
ら
い
黙
お
な
禄
と
け
か

そは
J

L

い
丈
だ
パ
げ
て
あ
う
た
は
」
り
で
あ
え
じ
て
れ
に
J

か
か
わ
ら
ヱ
ノ
J

九
の
崎
町
に
問
タ
ム
ご
枯
耐
い
か
江
川
川
と
な
っ
丈
二
し
川
ず
ら
り
ご
い
、
h

日（疋
e

引
は
は
川
畑
包
に
矛
一
泊
し
て
い
む
よ
う
に
同
え
る
か
も
し
れ
な

L
r
L
t
L、
裁
判
所
の

υ
為
は
、
お
そ
り
／
＼
仇
訊
に
、
わ
い
て

μphrFVHRE

と
い
う
判
じ
い
一
応
が
埼
わ
れ
て
い
て
も
、
百
日
子
。
コ
2
2
k
u
の
民
的
主
賞
、
す
な
わ
ち
、
立
川
不
思
c
t
h
I
二
、
ぃ

L
J骨子山、
J
T

川
盟
凶
］
ま
た
は
f

ー
の
出
際
組

た

ω
か
一
ぺ
－
吋
F

ミ
お
よ
4

小寸
J

一
フ
マ
ヂ
事
内
庁
、
、
ぞ
れ
l

一
才
川
川
川
附
比
回
が
刊
つ
の
権
限
苛
打

J

民
1

レ

J

勺

LX保

rヤ
川
ん
怒
丸
肋
」
し
た
だ
け
な
の
J
ウ

γ／
叶

市

‘

y
工

y
グ
事
川
「
寸
、
の
淀
い
に
v

品
！
、
一
日
）
為
一
の
侃
P
慌
J

～r川仲ハ八小う
f

、｝＼
7ω
、
と
い
、
ノ
こ
旬
P

一↑仁失尚内九
f

ノ

。

織
に
委
任
－
L
乙
主
↑
↓
0
2

人

4
L、
河
詩
作
区
別
基
氾
は
ιけ
ら
ホ
さ
れ
て
お
ら
す
、
九
7
門
院
の
判
仰
に
注
H
J
9
司
令
己
中
仏
が
あ
る
、
な
お
、

I
A
刊
二
ー

υ

ス
ん
イ
ニ
出
件
～
は
、
ム
VJ

保
埋
没
一
品
川

一
に
よ
る
長
梓
じ
ヰ
づ
き
長
川
円
い
r
r
一
ブ
ク
で
F
3
た’
f
d

為
か
問
題
し
r

主
つ
七
占
で
ア
に
寸
J

L

P
ノ
ダ
事
件
I
Y
Z
ウ
た
ノ
＼
司
け
し
で
あ
リ
、

仮
ド
戎
山
門
が
か
口
W
高
の
一
点
F

u
つ
い
て
判
断
し
た
と
J
9
れ
ぽ

づ
J

レ
E

ゃノマ一
y
p
M
γ
ι

が
A

l

J

川りドレ一口と市

マ

A

r
－
j
J
J
l
u
E一』

行
為
は
け
速
さ
は
な
＼
れ
八
一
目

F

」
帰
再
ず
る
」
の

ir!:Uにぷ学｝位 l日3問 1 1"78〆.Zilt:l. : .I 



結
論
」

に
な
）
ご
い
た
ザ
あ
ろ
つ
に

'. ＂，＇.ヰ＂： 11

i
～
／
］

m
r
2
2
2）
へ
〈
）
｛
］
戸
ペ
コ
グ
珂

E
一
角
ユ
問
主
主
－
2
5
同
5
0℃咋レロ円。一
q
m
3『
コ
E
4
2
P
M
£
E
a
（（己ど
bL
（
？
と
J
r
2）
〉
一
vh～
442
刀山、可

vH＼一）、ア

ケ一一一常
d
F
4
d
F

叶
」
戸
一
》
；
る
ご
本
杭
ー
よ
学
問
ま
た
は
こ
ワ
田
川

rpω
欧
州
八
権
茨
ギ
町
山
斗
日
決
お
よ
び
決
古
川
、
北

1
一
昨
の
去
民
ウ
ー
一
プ
い
山
リ
イ
ー
～
内
の

同
門
口
C
ハl
d
p
z
E宍
戸
rzt
＼＼
E
E
r
T
2
v
r
s
E～
rrvト
ヨ
叶
＼
昨
日
PUFF岳、
ω
r
E
r
E一2

E
）
か
り
人
ー
し
た
一
川
山
間
五
日
よ
び
山
一
℃
を
引
吊
す

る
mb
に
は
、
－
一
川
名
、
及
川
川
人
権
救
判
所
内
川
実
た
定
、
あ
る
こ
と
の
明
記
〆
宗
に
甲
山
町
内
土
日
凶
廷
の
判
決
決
定
と
あ
る
湯
ん
円
以
宍
ム
ユ
出
向

R
E
E
円
高
ロ
百
円
）
）
、
甲
台
長
K4J
（ト
3
2
0
）
、
川
主
ハ
決
古
川
り
刻
一
－
R
M
2
5
「
叫
口
令
P
E
s－
判
決
・
決

lt円
年
月
九
、
引
市
LG3士
一
市
長

サ
の
附
で
引
「
載
す
る
－
な
お
、
工
二
ズ
ス
ハ
－
hF？

pp一一三一
L

へ
の
平
終
γ
ク
セ
ス
戸
は
、
コ
ヲ
ベ
仁
木
抗
杭
山
ド
士
ハ
リ
二

i

十
一
い
た
一
六

Yル スケイニ吋柴山宇1千円ナl人帝政半：：月 :I：法廷）判決、 '.) 

日
）
で
ゐ
FQJ

｛2
〆
一
人
抱
お
よ
び
北
何
十
六
的
ド
川
町
謀
長
の
た
め
の
条
約
二

3
2
2
2
H
F弓
子
伸

$
3
4
2
ヲ
E
R
L
Z
F
E
M
3
5
1
Z
2
2《ご－
E
一
三
宮
己
主
J

可
欠

2
7
5
1
《

JC25220－E
勺
72d
勺習
L
o
n
z
号、
v
E
号
一

7
3
g
？
J
Zっこ】
TJコ
ヨ
『
三
】
E
2
3
z
r
a～
υ

欧
州
人

J怪
条
約
円
十
L
～
叫
ん
は
英
同
お

上
ぴ
ア
一
フ
ノ
ス
一
」
店
で
あ
“
、
一
立
た
、
抗
力
制
か
当
一
事
臼
と
な
ワ
一
工
い
る
朱
約
に
は
主
い
の
で
公
定
訳
ι一んμ
石
！

t
v
じ
木
一
引
に
お
け
令
同
条
約
の

日
ぶ
話
訳
は
、
興
協
同
世
－
小
5
1
」
彰
編
川
い
れ
に
京
一
川
間
際
長
約
良
一
コ
一
行
版
」
三
日
玄
関
、
一
行
一
司
－
一
ペ
一
六
ペ
｝
』
門
戸
品
載
さ
れ

に
し
己
訳
に
倣
へ
た

二
三
政
州
五
、
権
た
約
杭
一
主
は
、

1μ

命
に
対
す
之
権
利
一
号
ヤ
む
め
る
ば
で
て
あ
f

「
ん
て
の
当
の
主
命
に
ハ
刈
寸
乙
培
利
ー
は
、
法
体

μ
ム
ノ
て
周
州
議

さ
れ
る
r

何
人
も
、
以
μ

に
そ
hw
斗
右
左
一
挙
十
わ
れ
な
い
ι
」
な
l
y
E長
i

七
オ
ふ
c

本
条
じ
違
反
工
、

1
’
請
が
い
代
わ
れ
た
説
い
の
あ
る
場
合
に
締
約

問
が
詞
再
実
施
牛
耳
作
品
を
旬
、
み
よ
と
辻
、
木
条
に
は
何
一
つ
境
｛
4
r
fれ
し
い
士
い
が
、
事
約
凶
が
甲
の
義
務
在
日
つ
戸
工
は
、
欧
川
八
件
抗
駅
所
の
れ

河
！
確
立
し
て
し
る
（
万
仇
竺

2
1た
問
、
て

｛、4
〉
「
裁
判
川
山
、
二
の
矢
約
ま
に
は
万
一
刀
条
約
の
議
巳
辛
」
に
だ
め
る
捷
叫
力
い
u
f
れ
か
の
椅
約
一
寸
べ
に
よ
，
ご
伝
付
さ
れ
ど
／
－
一
十
以
サ
ヲ
ω恒
L

、、

非
政
引
出
休
ま
た
は
似
z
ヘ
の
長
同
一

2

の
咋
↓
4
4
、
を
そ
珂
ず
る
こ
と
が
で
き
る

U

ヘ
一
土
木
刊

H
4
人
ら
に
よ
る
い
1
中
頃
ば
、
川
八
州
市
一
七
九
日
h

を
普
出
「

「

6
～
江
戸
E
ロ
E
m
v
z
〉

n
f
Hへさふんマ

t
b
（
己
戸
一

u
央
悶
の
九
J
パ
八

1
人
格
法
は
、
玖
州
人
梓
条
μ
刊
の
丙
討
を
ザ
ハ
八
日
門
日
山
己
実
J
M
j
る
た
め
の

正
体
と
あ
り
、
品
刊
の
公
官
力
（
七
三
一
六
《
三
ケ
2
3
一
治
問
川
川
人
権
人
ヘ
約
！
の
ん
金
利
を
浸
一
－
4Hd
る
行
為
安
わ
っ
た
州
知
九
円
、
そ
の
行
為
の
被
1

口
苦
は
、

取人法羊JG2 (" 'Vi) I S7D '2U t:l. 1〕



、1
茨ヘ
f
A
握
力
に
刈
？

J

て
司
ば
手
況
を
幽
対
抗
す
る
こ
と
が
ご
さ
る
も
の
と
ぢ
れ

E
い
ベ

戸7
～
〉
ヱ
コ
ユ
戸
一
Y
7
2
d
〈
て
ー
ニ
言
乙
次
一
己
主
主
イ
J
｝
（
ヰ
ホ
ズ
（
わ
叫
ん
5
L
h
J丁
E
L
v
τ
ユ
ヨ
ノ
じ
で
1
3
7
v
h
h
n
＼
ご
戸
」
戸
己
主
ィ
4
2
一
周
守
口
、
T
T
尚
三
山
手
＼
U
E
）
〈
年
下
己
↑
｝
ソ
u
h仏

ヘ
U
O
M
ム
ヘ
凶
政
問
が
阿
山
川
一
J
渋
t

心

h

て
対
漏
れ
川
論
古
を
段
ー
な
か
J
L

庄
山
に
つ
い
て
は
、
本
杭
注
目
肘
参
店
、
）

｛Q
、

i
－
決
h
J
引
用

L
て
い
今

Fvら
の
判
例
に
つ
1

て
は
、
工
品
川
±

1

4
与問、

｛
、
白
一
y
p
F
J
ヨづ
q
d
d
L
（
守
一
J
2
山
川
口
コ
付
込
円
5
m
L
2
戸
］
T
J
《
f
J
己
中
ん
（
〔
己
主
丘
ペ
プ
ミ
J
ニ
ヌ
コ
ヨ
シ
苫
v
Z
c
日
p

仕方ぶ＼｛
w
f
』

G
仏
関

3
2
d片
に

吋

ωロ
宮
土
d
d
T
｝
さ
辺
。

一》hw↓
2

］（】］

へ
口
、
一
裁
弘
一
川
が
甲
の
話
料
じ
ゅ
と
は
こ
の
条
約
の
省
一
点
比
言
内
法
反
者
認
ハ
t
L
、
か
「
ノ
、
関
係
舵
約
同
の
川
内
U
M
m
d
E
h
h
刀
的
な
子
出
の
み
を
認
め
ゐ

に
ご
と
ま
る
と
主
ほ
、
決
刈
肝
ノ
は
、
巨
翌
九
位
「
努
八
日
戸
は
、
被
百
万
事
者
一
日
ゎ
γ
ー
な
満
足
を
f
J
よ
な
け
れ
ば
去
り
な
い
い

｛
、
山
〉
十
品
た
乃
共
日
南
比
て
は
ι
ャ
へ
の
正
行
で
あ
L
3「
T
E
ち
戸
J
S
ゴ
史
十
月
判
勺
｝
3
2
b
q
一
2
2
2
《
C
2
2〕
42J
門
戸
」
子
ヨ
子
2
こ
包
有
戸
2
2

zb】
「
一
泊
7
2
2合
同

門

AVE凶ペゾEmL1丈
夫
－

2
M
J伶
1
3
】
H
3
川
戸
］
H
Z
円
。
h
d
2
〕
ニ
C
口
d
2
L
E
r
2
円
」
長
引
与
円
C
C
同
三
丙
命
切
閉
山
山
』
件
。
n
可
釦
三
右
泊

η2】尽山口rmMM石
ω

吋LPCZU丘一11弓ご吋三吟CM一？”uで作句yCコヨ令凶作乍ぜん一回一吟A一一L一生】吋］4一三《〔CC向一作ZA一司Cス
1tA一一一町内、吋時句止《乍コ一一一刀、一戸ごA句作】～一生一
p
p

℃「Avt一にL（弓一〆寸先向乞
G
「｝

「
日
～
た
い
h
L
、
締
約
口
川
の
両
域
内
て
は
あ
る
い
、
J
M
白
山
支
効
的
支
転
が
此
人

E
い
な
れ
場
市
（
測
も
え
ば
外
日
門
苧
浅
い
よ
J
f
L

山
首
さ
れ
て
し
れ
ど
場

W
L
F
Y
一
一
が
り
コ
f
A
M
の
恰
特
内
一
の
場
所
乞
ニ
プ
ん
ら
ふ
ん
と
L
、
つ
間
凶
叫
が
あ
ふ
こ
の
問
題
L
U
〆
J
L
て
は
、
宍
］
《
ゴ
一
Y
山
口
4
2
5
、
Z
C
2
2

一
斗
2
三
O
コ
］
Z
J
コ
〉
V
1
』
つ
己
5
同
一
ベ
ヰ
一
プ
勺
何
｛
S
C
℃
今
川
乙
円
。
向
コ
2
】
ご
3
】
ペ
d
p
H
H
E
】
〕
史
】
間
五
h
4
F
／
J
Y
ミ
え
た
わ
ミ
Z
E
T
W
H
刊
誌
号
、
足
ヘ
之
さ
ミ
住
民
＼
円
、
一
た
と
J
2
、
ヘ
%

（

h
A
x
e
r

－VMW
吋

臼

ば

JEhrhoF
し

ヘH

条
約
hw
場
所
的
遊
山
社
凶
J

ゲ
ム
ケ
屯
す
る
概
念
と
し
て
の
管
轄
」
円
引
今
山
は
、
欧
州
人
怖
条
約
以
外
の
へ
帯
条
約
と
も
採
弔
さ
れ
て
L
もっ

何
一
弘
ば
、

E
ム
円
培
姐
杭
｛
市
民
川
市
山
氏
、
内
政
治
川
市
山
崎
布
に
有
す
る
恒
引
が
規
約
一
ハ

ur一
叫
ん
一
況
は
、
了
」
山
地
約
の
拝
締
約
析
は
、
て
の
涼
域
判
、

あ
）
か
っ
、
そ
の
日
γ
日
慌
の

P

い
あ
る
す
へ
て
の
間
人
「
一
一
己
つ
E
g
一
打
者
コ
r
E
去
さ
コ
ミ
1
3牛
2
E
2
円
っ
こ
C
H
M
E
－－－
o
E
μ
討
し
、
人

佳
、
史
hd
内
也
、
伯
、
一
口
γ

円
、
ボ
弘
ρ
日
、
政
，
？
凶
的
巴
ト

い
か
な
ム
匂
九
1
J
別
？
も
～
ム
し
一
一
の
均
約
に
ハ
ロ
い
に
が
め
ソ
れ
る
ほ
利
を
荷
重
L
H
尖
ぴ
将
保
す
る
こ
と
行
約
取
す
汽
」
と
、
持
同
位
式
J
止
条
約
の
清

一
条
岐
は
一
持
約
凶
は
、
戸
田
判
官
悟
の
n
に
あ
る
詰
北
山
い
に
お
U
J
よ

ι

内
向
い
当
た
る
行
為
い
か
hii
れ
る
こ
と
を
防
止

f
oた
一
め
ー
す
試
！
、

わ
け
は
、

4
1山上
F

、
の
也
の
尚
H
常
的
な
措
置
を
y
ノ
ち
一
と
、
児
吉
山
崎
刊
に
m叫
す
る
糸
約
の
義
一
条
羽
片
山
、
「
南
約
五
円
て
そ
の
官
慌
の
ー
に

あ
る
に
京
に
対

ν
、
児
主
2
人
は
て
心
父
母
若
し
く
は
法
定
仮
設
苦
の
入
品
円
、
山
、
膚
の
色
、
件
、
一
日
一
戸
川
、
宗
教
、
政
ノ
J

的
支
え
そ
の
ん
間
的
言
λ

、
国

'E；；，刊副i：究

ir!:Uにぷ学｝位 l日388) I "8υ 〆.Zilt:l. : .I 



'. ＂，＇.ヰ＂： 11

民
間
、
計
伎
町
九

J

く
は
社
会
的
川
身
、
財
h
、
ρ
身
附
害
、
出
川
よ
え
は
抽
出
の
地
位
に
十
一
か
つ
り
ず
、
い
か
主
る
差
別
も
ん
ゆ
〕
に
こ
の
条
約
v

じ
七

め
ゐ
権
利
を
君
主
し
、
及
ぷ
一
任
保

r
L
）」レ
y

一
対
山
L
に
い
る
「
4
以
来
品
人
工
4

け
る
結
線
は
1
q

べ
〔
守
山
貯
が
付
L
Lた
も
の
〆
こ
れ
ら
の
条
約

に
お
け
る
管
制
町
」
散
含
の
ロ
味
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
条
約
が
浜
域
外
と
付
わ
れ
ふ
と
の
よ
つ
な
行
為
ト
ー
し
て
活
叶
弔
さ
れ
る
か
の
問
認
は
、

「
人
佳
条
約
内
域
外
泊
川
一
色
己
主
主
コ
コ
と
名
1

2
－2
d
V
2
5
5コ
コ
ま
す
ヲ
？

2

の
EU思
と
も
門
店
円
多
く
丹
著
作
論
正
が
号
去

さ
れ
て
い
る
f

問
、
ズ
ば
、
司
E
Z
円
安

g
Z
H一
め
ど
己
記
。
E
5
4
同
き
に
己
主
p
hじ
吉
ミ
、
ミ
～
さ
ご
と
と
々
に
た
豆
、
ミ
ミ
ミ
止
町
内
、
芝
公
尚
昆
元
T
P

ご
ミ
ご
3

（
T
ユ
t
z
弓
r
C
3
C
2
2
〉
さ
と
ヨ

y
p
m
Lと

J

「
山
］
告
一
T
C
2乙’戸
I

（
ニ
一
－
）
完
成
、
ぇ
3
5
3
5
U
3
～E
’
に
に
ち
し
之
、
ミ
た

r
E
u与
右
コ
ざ

F
F、
に
「
与
、

F
唱
え
ら
む
と
h
z
h
M
U
h
R
Nミミドル旬、

h
k
hロ
パ
同
戸
hpnLC門
出
hkkvhド
V
L
U
E
C♂凶（）〈）
2
4
〕y
r
r
E
一
b
c
v
E
η
r
H
t
h
Eに
～
ミ
～
町
民
主
へ
2

K
～h
b
r
h辺氏

《
合
、
ど
に
坑
芯
人
「
号
、
、
、
民
同
辻
氏
、
三
、
主
ミ
R
N
斗

KV乃同町会町市
2
N
s
k
h
h
s町、にと河心冷志向旬叫
3
6ご主（
f
J
J
1
1》
日

同

J

沖合「
JY
百戸

rLHXさ）
J
Y由
自
寸
》

G
Y
一】一
5432h

何
之
、
ど
と
ミ
ミ
Cご
と
と
ど
に
た
ど
も
た
と
～
亡
、
む
ミ
ミ

2

Hん
ぬ
～
三
寸
二
三
三
？
町
内
C
L
V：
ミ
ミ
よ
町
三
ヘ
承
認
に
コ
、
mm
ピ（（）
M
F｝
己
コ
メ
『
2
ユ
ヨ
ヨ
4
2
列
守
｝
℃
耳
石
一

Yル スケイニ吋柴山宇1千円ナl人帝政半：：月 :I：法廷）判決、 '.) 

～パロニ）
ヘロ

5

5に
む
コ
タ
足
＼
テ
こ
さ
丹
市

E
一
円
七
口
付
ん
ね
ん
叫
ぴ

｛山山〉

kt
一
正
良
吉
】
】
己
《
（
）
子
2
2
〈
子
吋
山
2
4
Z
2
L
小宮内オ

Fv
己
主
百
戸
F

（に
OUU］
一
山
巧
ロ
シ
（
】
d
E｛〕る
Jτ
宮
町
、
手

－U
、
当
叫
の
欧
州
人
液
化
人
灼
に
は
悩
人
が
欧
州
L
へ
曜
日
拭
判
所
に
申
υ
f
J
ゲ
ハ
り
つ
恥
ば
（
乳
ー
忙
の
』
雪
一
同
条

J

が
存
伝
リ
ず
、
け
裁
判
所
い
手
引
を

付
ゴ
山
ず
る
権
限
を
＋
－

F
る
の
は
欧
川
R

ヘ
梓
委
員
会
と
締
約
凶
の
み
で
あ
っ
七
－
川
市
凶
同
治
、
小
川
一
川
市
戸
一

l
H
ツ
パ
人
格
シ
三

rw＋
よ
出
品
ン
ス
一
ア

A

の
LY
ホ
ム
技
ω
J
口
波
比
は
刀
J

怖
一
一
コ

U
y
パ
人
肱
裁
日
同
の
釘
例
ト
（

h
h
U
4、
。
一

υ一
八
年
）
一

R
t一昨｝

｛
山
川
〆
亡
吉
正
（
｝
C
4
］
ロ
ヨ
｝
仰
向
子
何
ハ
ユ
山
見
へ
C
E
H
M
L
Pプ
民
主
r’
y
k
J
2
r
z
v
トヨ
E
＼初心’」
E
Z
4コ
5
1
3巳
S

Z
コ
宇
－
V
3
2一E
z
y
日
ω
日

F
5
7
5
3日
J

℃
お
白

A
V
ね

戸Q
ご
一
」
こ
℃
述
べ
一
〉
れ
て
L
る
よ
、
つ
い
、
相
出
内
外
的
辿
山
崎
1

円対ー一
4
る
「
了
、
効
的
今
、
配
は
、
締
Jhd
同
f
h
よ
け
官
接
け
い
ノ
ず
わ
れ
る
場
～
い
だ
け
で
な
く
、

υk民
的
な
現
蛇
従
悶
を
で
地

L
C間
拡
的
に
じ
わ
れ
る
1
1
7
Aご
ち
る
）
バ
従
局
的
な
川

k
t機
関
L

J

干
尚
一
じ
ん
た
効
的
支
配
の
ん
げ
々
が
口
比
さ
れ

た
l
f

同
刑
さ
れ
る
判
例
と
し
J＼
一
一
J
O
匹
牛
の
「
一
フ
ン
一
ケ
J計
一
二
ル
ド
バ
ぷ
よ
び
口
ら
J
山
町
一
咋
判
決
己
主
主
主
ド
ハ
一
こ
岳
民
Y

〆〕
yrL岳
、
三
日
向

F
】主
5
3
E
J
Z刀〈ハ町一円出

L
n
Zコニ
5
）3〉去、
f
a
c

主
べ
2
V
＼
5
e
U】牛小川ヨ
2

Y

%
「
↓
イ
民
寺
さ
が
J

山
る
公
判
決
、
士
、
口
、
ン
ア
が
軍
1

主
的
、
粁
済

的
、
財
政
的
い
り
よ
ぴ
政
治
的
支
援
の
供

7
1一
よ
け
「
べ
口
、
九
一
一
工
ス
ー
ル
共
和
判
示
Z
L
3
2
刀
3
5
F
h
A
叶
2
2
E
f
ζ
＝
戸
内
問
叶
）
」
｜
｜

ヱ
一
ル
ー
ト
刊
の
わ
に
り
で
あ
り
、
一
九
九
平

v
訣
ウ
を
｛
H

百
し
た
が
、
回
事
内
的
に
は
出
合
小
と
し
ら
れ
認
N

一
札
て
い
士
い
ー
ー
に
対
し
亡
決
定
的

取人法羊JG2 (" 'MJ) IS81 '2Ut:l. 1〕



'E；；，刊副i：究

民
法
沿
去
泣
い
子
J
て
い
と
－
一
い
ど
か
ム
、
沿
ト
二
ニ
ス
ト
U
共
和
r
h
一
円
安
製
が
モ
M
K
パ
の
向
域
内
で
打
っ
た
〆
U
4
1
r
H
シ
？
の
日
目
J
斡
均
一

こ
汁
に
た
山
下
主
ん
で
あ
る
と
山
同
定
さ
れ
た
ご
ヘ
ご
E
2
ω
立
さ
と
し
つ
ま
り
、
木
内
決
は
、
「
九
「
J
－
工
ス
ド
凡
ム
ハ
引
判
一
〉
Y
F
J
に
以
判
的
な
現

地
花
悶
」
を
通
じ
七
円
、
ン
F
の
℃
ル
ド
ハ
筑
波
に
ハ
メ
す
匂
実
効
的
支
配
」
を
日
宣
し
た
判
例
と
即
問
ー
一
ヲ
む
こ
ト
y
が
で
き
ゐ

｛
刊
山
、
田
町
二
M
F
J
Z
勺
n
E
m
一
〈
）
ニ
X
2
4
｝
〕
三
主
主
Z
R
E
《
一
二
一
V
F
E
↓
何
（
｛
門
司
会
可
内
E
L
ハ
ゲ
町
一
阿
戸
T
t
）
一
ン
七
七
Zご

U
M
同
（
巧
＼
山
号
W
C
2
－
F
3
2
千
戸
川
山
口
合
2
己
一
司
令
円
凶
（
〈
）
】

｛
、
汁
一
一
h
h
h
u
－
－
T
U

ゎ
ナ
丈
だ
〆
、
判
決
で
は
1
完
結
的
へ
十
政
的
支
配
守
司
令
己
主
会
2
～
ミ
勺
S
E
A
L
」
と
い
っ
詰
が
用
い
ム
コ
れ
J
し
い
や
ゐ
c
「
y
t
効
凹
ん
で
般
的

ι配一

L
Y

失
効
的
十
込
町
L

と
の
附
昨
日
つ
い
に
は
伐
に
い
似
斗
け
す
る
）

r
r
m
F
R
W
L
C
r
u
c
出
〆
同
E
H
F
－
F
何
門
店
日
間
；
戸
空
し
Z
3
U
H
%
M
H
＼
3
5
J
〕
一
主
主
ロ
日
占
E
X
2
2
立
花
円
以
）
（
｝
戸
で
D
H
n
w
叶
日

「お｛
、
叫
〉
F
h
d
｝
主
命
令
r

：

fu、
F
2
N
E
2
J
J
E
ム
…
2
d
円
。
出
回
〈
（
U
E
己
門
E
R
福
岡
）
L
J
4
－
Z
つ
山
口
｛
之
氏
V

ご
n
m
2
2

へH
Y
P
E
切
）
マ
宗
門
）
A
U
Z
J
H
F
句
］
去
五
一
℃
h
w
H
h
N
2

一
山
J
N
－
z
d
五
、
〉
二
一
一
v
A
t
u
ム
℃
2
3
叶
口

「

f
J
～
F
－
品
川
川
時
に
つ
い
て
は
、
内
、
え
ば
、
古
人
ハ
千
帰
碍
わ
。
ジ
工
J
サ

A
l
l
h
柴
山
川
注
用
事
件
L

小

4
F
M
－
及
川
ヰ
マ
悶
十
日
村
リ
祝
日
円
準
法

判
例
H
芝
川
川
一
師
人
工
刊
誌
問
、
ハ
年
」
一
一
ヘ
一
ル
民
沼
じ
代
出
山
い
l
h
一
一
A
E
家
仏
の
r
U
為
の
日
家
へ
の
品
川
恒
仏
抗
的
帰
属
山
川
市

円
以
内
し
ど
仮
別
的
町
民
河
一
保
を
め
っ
て
一
卦

i

際
法
κ外
交
雑
誌
↓
携
一
ケ
（
コ
↑
ー
」
↓
一
一
八
出
門
主
一
事
刊
一

戸
討
、
も
J
？
っ
J
ハ
、
同
家
H
打
法
人
刀
到
に
お
け
る
ん
工
効
山
y
人
民
－
h
u
半
お
よ
び
九
設
的
支
配
↑
豆
半
の
山
越
と
、
J
J
一
ン
～
ワ
事
件
わ
ノ
寸

事
わ
れ
と
同
出
と
な
コ
た
実
効
的
T
J
v
州
」
わ
宅
対
的
九
十
九
恥
的
ス
吋
」
は
、
T
前
F
u
h
J
凶
京
民
打
完
パ
汁
安
打
の
っ
し
仁
L
c
h
w
行
為
の
岡
京
ヘ
の

H
町
民
r
之
は
壬
ゆ
る
た
吟
の
志
川
血
戸
、
あ
乙
叫
に
対
）
、
後
λ

江
川
崎
町
－
人
権
条
約
れ
ぬ
石
川
y
J
J
活
用
い
4
r
J
X
決
む
す
γ

似
た
め
の
什
批
准
ご
あ
る
一
戸
で
え
杭
チ

け
て
い
ー
て
ま
た
、
吉
凶
守
で
は
「
人
ま
た
は
人
の
史
問
ド
対
す
る
一
丸
飢
が
内
包
じ
な
人
以
内
ド
対
号
、
渋
者
一
、
は
「
帆
初
出
に
対
す
る
支
配
が
は

苫
レ
な
る
占
山
で
荏
い
が
あ
る

l

ず
だ
二
校
前
一
一
仁
、
1
九
十
枚
的
」
の
河
川
へ
？
の
々
が
「
主
知
的
の
流
念
よ
り
も
一
緩
や
か
な
域
念
で
あ
る
と

円、

1
－J
は
守
支
ム
匂
｝

｛
川
出
〆
人
目
～
h
L
m
へ
と
に
J
民
＼
ど
に
ロ
A
w
－
－
e

古
コ
丘
町
－
W
3
』
日
（
）
ヂ
ハ
『
Z
U
ニ
《
一
（
｝
4
r
2
ι
弘

4
7
F
L
F
r
w
〆
H
Z
《
一
｝
ん
c
t
E
ヨ
何
ハ
ユ
山
見
え
込
町
一
コ
m
一
円
「
己
三
X
4
1
）
d
k
f
、
て
Z
V

ヘ時一いい吋（）＼（）ムw匂日houh＼Cω内コユ一%ムい
ρ
＼（）一vvMCALM川ddコF4JfA川沿AFA丹つ一戸一凶F）阿国七凶コFL］（）C］C一引

戸
川
山
、
T
5
k
p
三
宮
司
王
｝
ユ
ミ
き
こ
ち
有
山
山
で
ん
一
お
い
り
H
J
主
主
三
ニ
ズ
ニ
勿
）
F
E
M
E
C
Z
さ
λ
u
b

ir!:Uにぷ学｝位 l日380) I "82 〆.Zilt:l. : .I 



一む

J
～
／
円
山
口
三
一
一
〉
（
三
二
三

7
t
p
r
e
T
f
z
r
z
h
L
h
ニ
己
主
品
工
戸
ざ
て

ZA
こ
ご
さ
加
＼
｛
軍
司
ご
2
F
E
E
d
U（
二
三
一
介
、
長
男
一
三
三
（
JL
本
件
の
中
日
人

一
乞
は
、
そ
れ
乙
ど
れ
一

n

n

I
凶
円
一
ご
り
一
－
一
一
門
一
一
山
〆
J

ア
ク
市
民
日
同
淀
ギ
に
よ
り
沼
山
川
さ
れ
、
主
ー
の
拘
ポ
ぬ
訟
で
一
〈
川
、
〈
い
八

I

一月

H
ま
で
杓
対
す
、
わ
た
r

｛
バ
ヴ
〉
一
］
F
E
q
d
円コユ戸内｝

5
2ュ04F
｝J戸川市一万（（
h寸
凶
三
戸
J
T
J己
ハ
）
eh／℃］、

Z
C
M
U～CM
三
戸
凶
CFfdJミ
ミ
才
一
1
2
Y
百
戸
｝
主
ぷ
件
の
同
り

人
「
あ
ゐ
ア
ル
－

C
J
y
ダ
氏
は
、
ふ
へ
平
和
v竹
叫
》
一
店
Y
7
9
る
r
ラ
ケ
パ
ス
ラ
け
の

h
J
f
u向
誌
で
↓
口
、
ノ
凶
ノ
ρ

↓
、
バ
↓
／
J
h
f
コ一

C

Cじ
ら

一
日
つ
戸
ま
で
拘
禁
戸
れ
た
）

「刊品～

C
S
Fロ
ポ
門
戸
川
い
抑
止
J
同h
h向江戸ん（
C
E
H
E
n
r
h凶E
Z
H）：
ρτ
七

2
0
b
G
M
M』＼去
Y
7
E
n
P
H
E
w
f
H
N
v
r叱
凶
器
一
Y
一一
m
E
U
H

｛川崎）

Y
P
R才
2
才
F
4
2コ
《
土
）
子
《
主
ぺ
同
J
ニズ《

JRFJ4Z｝ん（（同ココ円一戸
J
T
h
E
7
2
1〆
主
、
ど
C
お（
JUi件一＼
C
J
ケ
己
宮
古
ペ
コ
戸
ト
。
吋
何
回
一
日
、
に
D
日一
Lzhd
】日
C
なわり、

ι

司
品
怖
の
事
実
じ
珂
ヲ
マ
匂

U
R
に
の
判
長
と
し
て
、
『
出
2

当

5

2
斗（）
E
2
1
2
L
V
J
河
内
ヱ
刃
包

E
己
門
｝
】
山
口
出
「
〉
v
J℃
ウ
ス
0

2
三
日
＼
一
戸

守一一一穴
2
3
F
N
ω
γ
1
5
E
2一
一
と
い
が
あ
る
山
戸
〕
山
事
件
で
は
、
仏
ハ
円
滑
の
イ
タ
リ
マ
ヤ
杭
に
お
い
と
身
柄
一
三
川
南
寺
札
九
七
ソ
マ
リ
ア
ヘ
一
ず
お

よ

hJ
工
、
ノ
ト
け
ノ
？
八
一
一
れ
が
イ
タ
リ
γ

の
活
特
内
に
あ
っ
と
と
判
断
さ
札
れ

｛お〉

TVMMZm
｛
）
三
者
、
主

wdハ
Tehhミ
ミ
E
N
同
古
川
日
立
ミ
叫
と
ミ
三
、

C
語
、
NANEMえ
J
Fミ
ペ
之
さ
王
手
丘
三
ハ
一
宇
比
三
ハ
一
戸
口
コ
ミ
玉
川
y
t耳
去
に
（
）
ご
一
L
w
E

－…品、

r
z
w
’
J
】品
2
u
何

FJZ出
戸
〉
E
Y
1
p
d
t
u玉
、
主
叫
り
の
勺
5

3
酒
店
ワ
ハ
勺
η
当

σ門
店
主
な
お
、
ノ
ロ
モ
ヴ
対
ト
ル
コ
手
件
判
決
一

F
v一《
d
E
2

2F
《（泊二
5
1
4
r
j
T
L
ア
ャ
バ
ま
た
ノ
モ

Z
（〉

ωを
だ
＼
ミ
」
三
一
三
一
一
Lこ
d
k
t
F
5
L（さめ）

J
b
f
サ

l
hリ
ノ
事
刊
と
ほ
ほ
凡
一
一
の
事
業
に
問
？
ゐ
ー
の

と
去
り
、
ノ
i
A
リ
ク
予
件
以
止
の
本
士
山
以
お
竹
一
と
同
じ
ご
と
を
述
べ
亡
、
申
す
と
の
対
象
と
な
〉
て
し
ゐ
事
τ
u
vト
ル
コ
の

1MR特
内
」
一
二
生

γ
7
J
り
の
と
あ
る
と
判
断
ち
れ
た
c

一昨Y
出、

γ
～【己
ω
ロ
C
コ勺♂
F

足、
N
1
3

受》件。
H

、
一
々
℃
｛
さ

戸川品、

F
L
Z丈一（
V4142，h

一二同

E
J
J
｝ムトヰ山内んヨ〉／七七

Z
C
安）
EJ1＼
去
、
＝
2
2
5
F
Uお
一
と
コ
ハ
L災
主
吋

ヘ泊

J
三
三
一
三
一
一

L
H
M
G
g
f
z
℃

巴

「
山
一
～
片
山
大
川
町
民
、
お
hEJFの
い
加
じ
mRpr
山
に
、

｛、

ι一
hhhu
－
－
民
日
目
に
。

一記、

L
P
H
）

2
2
又

へ
記
、
～
？
と
ト
25nhhkb、
KN
コ
C
R
U
C
T〕

ZMWX）

'. ＂，＇.ヰ＂： 11Yル スケイニ吋柴山宇1千円ナl人帝政半：：月 :I：法廷）判決、 '.) 

取人法羊JG2 (" 'lり） I S8:1 '2U t:l. 1〕



Y

円
一
三
引
）
で
∞
山
一

一
m
R
C
m
C
｛
相
ヨ
ノ
「
長
〕

fづどt,y;p;; nutぐこ＇1,'""'' /4 

11 片t.udmma町／ルf•tJγんλ 山／ら＇＂ note :n 1】川川＂ 4'fiメ4N0 

notι ：l:l, rna只 1419、リi

i '.'j,, ell S!c.•,nム乃u／＜日 nok lラ川＇＂＇・ 1'1, 1'8 

iC,;: l¥fod《ω九！iltrnoτit,' ;¥ i ごうhi;(arc;¥ Jζdda 1 出·rntbomg，＂正山•；poot ,fomフ，，，［ofln1t matio;,nf fノ4町、（〉 工、（ヌ） 2), p. J:JO 

l苧J ,¥t河川＂＇ wρn note l >eta: 101, 11〆

is;; Id. paca. Sb. 

i c三 七・；；：J jci2：哲也：~·対立叶，，. : '·Hi者」いF 践と垣 1·•]-< G凶外為＃〕目立｜別基＇三 時ハ七 I) ¥_I ¥)c, b百__i.;v r if) ,cj云

十〉〈な司、、士t' M入 ,,, ，＼叫t ＇＂＇＇主 j L」兵二v\Ji ＂~左足＇＇~i ＇！ γ＇＂＇どな人 10:！詰忌ミ三てs ：~；ミエい央J~·＂＇＇·~ .;, ·~C C+t4,': ぞ：＇.；；＇

－封布：正思1，－－怠E 口之さユヰ士時点 G桜丘－ Gι＼：〕ニお年五思ー弓~ ¥ ,-1＂ぞ除、て下ノ当者坤治安印烹担 .＇.！ ’常時持込k;; .;;:, ' ＇二均 E官5

4ミ＇；：；；；吉野＇＂ぐ’世件 G，，；ーしよ＂~乞－'H'{C'.! ~~主＂~＂＇＇♂系列 味tEf討：tr;1，：時三F ；将之与う－＜G :0 ~e!:l宅，，，＂＇＇任与 c;::i:;:,::J"

_an ＂＂＇＇＂°＇二《， 1rnilita・y powo1) 'l ＇~＇； <.-' 'l＇ぷご -'iG .,;; s; '" ！！引ふ ρど日」 Alふんどini,.<uj•m nOLe Lρarn. 11〆

｛：ヨ） じnnalM日linty,"!・.muprn仁 Comtof !fomm: Rightt Al Shini and •ltl:c 円、 lrnすedKin山 inm( i¥ppli，川リnNo E日7'1.071

Judgment of I hlyふ011,' Iutu 万川iunui 山＂＇「nM/•nn<tiごぽ Luw Quw沿っ／叫 ml行1(2P12Jτp 父、l

l、Cl: 士怒号！！＼：:Ji－＂「 l',," Ce山；， R；－.耶w汁（じ，，，；fyrn，ミ theトxtnttecito山dAppl cttniun of lte EiitOI明 1仁onventionon Hmn山

Ri芭ht•ち＂41品巴＂ini awl叫ん《間二， Un山dKingゐ川 AppNυ50721/07(EじtHR、7Julv 2に！）， Jfokourio; _ l'imh! Joun,u/り

f，，的 η山 nnaland faυひbe山 L川町li!B(2Cl2•ラひ o9

'Cl, E g、Yonn Din>tcrn, y;,,, IutmwliD＇へ＂＇！ Z品川 ojfalhg.nu! Ocιut>at川＂〔Cmnb•idgc （λmh<-ingc Utm mi刊 rec＂，三（則的ヲ

¥I /<e/da .mfna Ht•ie lムP'""-0 Li 7-lと布、 りn,/"".rnρrn 

刊
V
4ヤ

山

ザ
uhm占
h
i
F
一刻

" "' 
i＿：司ノ E.g., Milannvi<-, _,aρ刀＜ note 14, pp. 141 147 

r ：~、 ,¥1-Sんι＂ム店内 anoh l, "''"•"- l 11、117
iei¥) ld, """"-111 14'•-

' lつJ M DM'"-109 11? 



「
戸
川
一
日
）
詰
山
一
号
、
。
門
店
、
足
ヘ
相
4
－
〈
話

' f号、 ト.g.，日Jlrl州＂＇ He，、父ハ＂ “llw正xlrntrni＂川 1;1 Y ,rφl巳 Ew叫）e;1r、（ ＂＂、＂＂＇；，，，， m Hmt刈＂ Ri;,hh Wly Hリ＂＇＂＂ Right~ 

］）《prnrlon Jon吋 1nion '"'¥¥hi r nie出lionAm Jリ仁 bto,' I ni<frn Ju加山よ／ザ／o/erna＇川na!I.awパ・ui75 ¥ 10' 2), i'I' 8 ,yどぺ1

Pienc hλ ＂＂＇計 bν叫 九νどのに＂＂ dεi礼 imidie•ion cxlrntmtlmrnlとdε ！'Etcl リト〉川口at山泊以＂ I辻He t¥I がた；，，， ζela Com 

くリrorχcnncch d'oib cic I homnn rlu; juiJJ, t 2011, Re口ngowr,1fr de droii i1amwii1 nal puρIi八torrて亡 、1!i (2'il"J，リ｝》 IC 7b、

~fall川、＂＇ρm 1 oe Sl, pp.九IH日i01>, ¥lilano、I .Wρ，，， note H ,,, lフ，， m, ~faa zιone; Ro¥eJ "¥ Skein llni"n 

Ki,,gdurn," 'meni，山JftMヲ川Iof fntn・national fぺ／＇［＇｝ 、。 Ii泌（7U'1；、 U 136 

i :':, MilawHic・, 1uρra note 14ぅ pp.1N7吋 i日1,207 

｛宕） i抗日on,mpmnリ1c08, Pl＇向 4何弓

＇.~i Ilnd, pp. 81γ／氏刈

l、さ：： "i L」？二 V 13iocin （；叫見ioli1uni ~o w11 IいIL、＇A Rig上山 Iife in A1med Cu1h1・1, '・ l h匂 Lontcib"'ion uf the 

farnpum ComL o! Humrn Rig！山！ hmd )'ear仏バ， J.• Iゲlntmwtiοno/Le山へ百oL'.l7 (2UU7¥ l平 1S21S7 

｜引ま記［＂ '.jHバJC(' ;l火山叩j」判k''." 土：：有l::¥i二百（山trnntrnl）」、；Lぐり＂＂＇＇＇ q' 

E g、YutalrnArni T"k凡h''",;, T品 1,，，江 o! Uιuf•dl的M Coo!iou• ／）＇ 山ni Ci，よど・ng♂ofJoice知 ctionalHom,m山ι円anfow,どmd

fo lnu.九，，引OilτetitあHwn,o;Rigんtdパ w(l,Hden 1'h1li1" i出 I¥ijltυ11P·1hJi,Jw ，，ぅ：！~09), pド：！97:i2G，誌のbet↑Kυlbe1 S. Vice. l.r 

,;, uif <k f'O<<'Uf＞イt1iu"mililairr. fr≫/<Yli Z叫んf山H'iqun et o収ux,1m・idiquのどutud;(Brncdb' Brnvlrnt, 2：則的， pp,'.l45 :l5'1; 

K.>thni1rn 1'01rnn t1'W旧日1、13<mtzuag.'1nf.ttm Wandel j是wdl<'f古川，，／；川derungrn品刊 R≪ht乃山＇ md山rmhc"13r.＂＂＂＂＇ 収

N<trn '" 2（川ハ， r:> 12二二引

トJ 兵ヒ1gi、Tmke，，ト仁十HRヘpp.1'o. c:却 181、04,j udp1eu十三おjnly 1'!9＇以， Alnnei <),Junr tfnd (>the<' '.Tuγk巳V，五（τHR,

App.ト切り6仰 IY'.J,J udgrn、叶， fi，＼ドiI ?UU4 l ＂＂く＂＇、 Y''"' pメミ＂ and Hwcyn< '" R l】出川、 FCtHR,/¥;>p. '<o 57947/UU 

"7'!:8/00. ＇＂少 1'1/UO,Judgmml, Cl Fel1mι＂Y 2tJOS heyヒ、丘、！≪＂＂＇＂ App.'fo. 1'7'!00i¥1!l. J Eιlgmen, 21 Fehrnrn :2(10C,. ＂＂＇~日

正t';；恒々高＇＇ t-l・¥IIT;j[,I 'C't吋｛jリみ：l l」兵士ご沖トピ記三、ヒ＂ヲ＼J~鮮が辺明ア］＇（ご三＇＂＂ '! ，，ニいこV 三立川智h 六回送、刀百千三金4

·： ~q"c•o －対局自ム！·ど選て＇＇ S豆半lτ育造ポヰ射殺ti! ()0.:期 I:> i ハ ハ宇 j 同E OJ I征 怜l崎医I

Ni ＂二ご ~c'.-G 在千十七＂＂＇＇豆い叶品村L＇，，二 ，J吋 F ミ慌 同 長年平；泊~！.！ 卜ご Cli10デ I~）に｜ご「「叫乞ご」斗七十己今、与制

I ・c,, 
辺ノ

,;i, 

(fhl日＇Bcckn

l、ヨ／

l也、つ J

？で

、一

，
山
功
罪
（
判
ゼ
ノ
「
一
三
件
向
性
ノ
ヘ
一
↑
芝
生
骨
一
一
端
l
r
i
」
ャ
ー
か
犬
、

AC



だ
っ
J

ょ
の
、
行
九
州
が
玉
て
に
同
川
属
す
る
L

灯
、
一
以
は
な
さ
3
L

な
か
っ
た
、

戸
前
、
こ
の
川
想
に
ツ
い
て
は
数
多
f
の
丈
献
が
あ
れ
ω
が
、
問
、
xば
ー
止
一
川
f
J
公
l
～
凶
速
の
平
訂
H
J
川
汁
出
前
に
に
ポ
す
ふ
派
己
回
軍
川
悼
の
行
為
の

ι州
民
ベ
一
7

ミ
及
び
サ
一
y
マ
ィ
↑
中
件
決
定
ト
y
y
凡
－
f

L

ノ
グ
事
件
以
い
沢
内
相

ι」
「
リ
台
前
法
t

p

一
一
一
一
凶
口
勺
｛
心
パ
一
年

九
ぺ
一
ハ
一
一
寸
け
ち
4

苦
悩
1

｛
、
出
一
品
川
国
政
引
か
一
団
問
問
の
論
点
亨
市
川
川
ヅ
l
J

読
で
は
工
H

以
せ
ず
、
民
州
人
増
＆
判
訓
で
こ
れ
を
r

収

Lhj一川
f

刊
は
、
お
そ
ら
J

、
ベ
ー
ラ
～
、
お
九
げ

L

ノ
↓
ワ
マ
ト
ー
事
件
決
定
が
、
ノ
ロ
i
4
い
川
え
）

τど
と
問
述
〆
て
い
る
一
す
な
わ
ち
、
ベ

1
う
ミ
お
よ
び
サ
一
フ
マ

J

ナ
事
件
に
お
い
ど
お
7
1

ル
ス
ウ

／
一
一
事
れ
に
お
い
と
も
、
同
辿
安
保
田
は
、
川
市
岡
山
対
T
ゐ
一
長
惟
戸
F
5
0
5
5
2

を
行
つ
L

が
、
邦
政
日
対
T
ゐ
作
以
北
お
惟
ヤ
懲

投
法
E
Y
H
d

事
裁
判
作
を
有
て
は
子
り
す
、
切

m
Eか
ら
定
別
的
土
宗
十
F

4

4
け
て
い
に
ど
け
で
あ
コ
た
お
そ
、
L

〈
長
凶
政
府
は
一
（
ゾ
リ

5

ヰ
人
二
け
に
ベ
ラ
ミ
お
よ
一
び
持
ブ
マ
チ
ヂ
什
正
ゴ
カ
M
る
ま
で
は
、
久
山
市
在
日
γF
〕
の
程
度
の
百
二
J

し
か
て
レ
Am
い
｛
予
定
に
お
い
て
一
行
I

叫
が
戸
速

い
丹
属
、
〕
得
る
と
は
ぢ
2
て
も
お
ら
ず
t
r
f
H
柱
、
一
ひ
い
川
年
ー
し
柏
つ
に
ア
ル
ス
ケ
イ
二
事
件
の
国
内
ヰ
了
叫
で
は
Y

品
川
町
の
論
占
を
i
張
レ
な

A
N
7
7

（ぺ

1
一
↑
ノ
、
、
及
む
サ
一
ブ
J

ヲ
中
日
付
い
た
ぶ
む
よ
り
も
叫
慌
の
り
O
L
J十
一
一
戸

d

に
拍
っ
た
欧
刊
一
人
梓
裁
判
所
の
了
読
で
は
ん
慨
し
た
一
J

A
W
〈
あ
λ
λ
J
U

｛
印
）
〉
mEJ
一Y
T
E
Jごヨハ一一
r
f吋一
r
T
2コ
】
イ
ホ
ヨ
三
；
5
《
F
M
N
T
mの】

E
d
E
ぺ
一
コ
コ
2
u
t々
コ
ヨ
ロ
〈
2

コ《一

X
C吋
2
u
向山F
J
4
2

月（（旬刊百円

円
7
m
当
才

2
Y
み
℃
七
五
AJ
叶戸山〕い九ヘ（｝門
wm山、一己主ごい
hdd山知巳吋九）（｝ぺ℃
2hwp

］

N
X
H
A
M

丸

山

主

vzpp
託
、
百
三
己
主
内
刊
誌
で
2

2

叶
口
主

ヘ
7
－

ベ

ブ

ミ

討

よ

び

サ

ラ

マ

ヰ

必
d件
江
川
｛
ん
で
は
、

2
［

K
E
R
F
C
Cロ
一
に
よ
っ
て
正
保
聞
か
ら
加
炉
問
に
！
Y
し
て
愉
限
の
委
任

v
k
r
m
E
C
Hケ
」
が
去
さ
れ
た
と
伝
え
ら
才
亡
い
ゐ
一

P
E
E
p
h旧民
v
J
R
E
E
F
話
、
E
5
μ

山P
E
E
lご
の
い
村
し
、
マ
ル

d
ン
ノ
ダ
事

件
判
決
、
は
、
事
国
籍
立
が
立
保
主
決
議
↓
山
一
お
よ
び
一
ゎ
四
六
内
採
択
よ

7
も
前
ー
刀
ら

f
ラ
ク
lr
駐
留
、
手
、
政
山
川
指
力
を
一
灯
油

rjて
い
に

こ
し
が
強
利
さ
れ
て
お
り
（
え

F
F
F
ミ
を
ど
さ
号
定
一
一
三
一
き
て
多
刊
誌
平
か
／
よ
ノ
ク
に
お
い
て
〆
民
主
ん
昨
院
は
立
保
珂
P
ら
1

安
打
一

さ
れ
え
も
の
守
は
な
く
、
柏
駅
間
が
も
と
ら
〉
有
し
て
い
た
怯
限
ご
あ
っ
L
f
p
｝
と
が
ポ
没
さ
れ
て
L
P
O
。

'E；；，刊副i：究

付

記

入

i

私
は
、

で
い
る
じ

一
C
C
八
4
度
l

〈

J

一〆「度

H
平
f
L
4

術
振
興
会
利
子
町
究
費
補
此
λ
L
E
γ

勺
；
研
究

j

、
い
か
品
川
完
成
製
～
の
一
部
を
今
J
U

ir!:Uにぷ学｝位 l日301) I＂＂〆.Zilt:l. : .I 


